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次のステージ・関連科目

教育分野に関する理論と支援の展開

１年

集中 2

児童・生徒、保護者、教職員等へ心理支援の方法を学ぶ。そして、
コンサルテーションや多職種連携など学ぶ。また緊急支援の方法を
も学ぶ。

オリエンテーション、学校のシステムについて

ストレスとストレスマネージメント・ストレスの定義とコービングについて

学校システムの理解と対応・集団としてのシステム理解、校務分掌の理解について

学校カウンセリングの基礎理論

学校カウンセリングの基礎理論・カウンセリングにおける受容・共感について

学校カウンセリングの理論・カウンセリングの対象者とその支援の方法

学校カウンセリングの理論・コンサルテーションの理論と実践

学校カウンセリングの理論・心理教育的支援について

コラボレーション・その理論と方法について

コラボレーション・学校内の体制作りと学校外との連携について

学校コミュニティにおける緊急支援・その理論と必要について

学校コミュニティにおける緊急支援・緊急支援プログラムの理解

学校コミュニティにおける緊急支援・緊急支揺プログラムの実際

学校カウンセリングの実際・実践例を通してコンサルテーションを学ぶ

学校カウンセリングの実際・実践例を通してカウンセリングの方法を学ぶ。

学校システムについて

コーピングについて

集団精神力動について

受容、共感について

共感の効果について

PCA、行動療法について

行動療法について

心理教育について

多職種連携について

協働について

急性ストレス反応について。

ストレス反応について

リラクセーション法について

心理支援の介入技法について

レジリエンスについて

遅刻は原則認めない。ただ正当な理由がある場合のみ認めることもある。講義中、こちらから質問したり、ディ

児童・生徒、保護者、教職員等へ心理支援の方法を学ぶ。そして、コンサルテーションや多職種連携など学ぶ。
また緊急支援の方法をも学ぶ。これらを理解できたものは合格とし、できなかったものは不合格とする。レポー
ト40％、講義中のディスカッションの参加率60％

教科書はなし。適宜資料を配付する。参考文献として、石隈　利紀著「学校心理学」（誠心書房　1999）　下山

スカンションを行うことがほとんどである。積極的に参加し自分の考えを表現して欲しい。（自己表現の訓練と
相手への伝達の訓練にもなるので。）

E-mail;h-urata@seinan-gu.ac.jpへ問い合わ
せ下さい。

集中

教育領域、特に学校での心理支援の基礎を学ぶ。そして、児童・生
徒、保護者、教職員等へ心理支援の実践を学ぶ講義です。ケースを
取り上げどのような介入が考えられるのかもティスカッションする
。

晴彦編著「面白いほどわかる臨床心理学」（西東社　2012年）、下山晴彦編著「よくわかる臨床心理学［改訂新

心理的アセスメントに関する理論と実践、心理療法特論、心の健康教育に関する理論と実践、障害児（者）援助
特論、人格心理学特論、認知心理学特論などの科目と関連が深い。心理支援の基礎をマスターしておくこと。そ
してそれらをどう実践に応用するのかを自問自答すること。

児童・生徒への対応、カウンセリングの基礎技法の理解をめざす。また多職種連携の方法を理解することをめざす。そして、コンサル
テーションの方法を理解することをめざす。

版］」（ミネルヴァ書房　2009）

臨床心理学的地域援助の実践力を高めるための講義である。
                  ［　　　　　／一般講義］

-浦田　英範
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次のステージ・関連科目

心の健康教育に関する理論と実践

１年

前期 2

心理の専門家として社会で活動する際に、対象は精神的な問題を抱
えている方々とは限りません。問題を抱えている方への治療的な関
わりだけでなく、問題を抱えていない方々への予防的な関わりも社
会的なニーズとして増えてきています。そのよう社会的要請に心の

今後の講義概要と流れの説明

第2～4週：心の健康教育とは（以下の内容を行う予定）

　心の健康とは何か

　心の健康教育を行う意義について

第5～8週：心の健康教育に関する理論の理解（以下の内容を行う予定）

　カウンセリング心理学の理解

　コミュニティ心理学の理解

　学校心理学の理解

第9～13週：心の健康教育の内容（以下の内容を行う予定）

　ストレスとストレスマネジメントの理解

　ストレス対処方法の理解

　ストレス関連障害について

　発達課題やライフイベントについて

第14～15週：心の健康教育の実践について（以下の内容を行う予定）

　集団を扱うことについて

試験日

復習、情報の収集

復習、情報の収集

復習、情報の収集

復習、情報の収集

復習、体験との照合

復習、体験との照合

復習、体験との照合

復習、体験との照合

復習、講義内容の生活実践

復習、講義内容の生活実践

復習、講義内容の生活実践

復習、講義内容の生活実践

復習、体験との照合

文献検索、発表準備

文献検索、発表準備

講義内容の復習

各人が考えたことや感じたことなどを積極的に言語化して頂けたらと思っています。それらの意見をもとにお互

講義への出席状況を平常点とします。（15%）
必要に応じてレポートなどを出して頂く予定です。（35%）
　レポートでは様々な文献を調べ、その上でどのように考えたか・理解したかをまとめて下さい。
講義の最後には、講義内容を踏まえた試験を行います。
　試験は心の健康関する模擬授業を実践する、実技試験の形式にて行います（50%）

教科書の購入などは必要ありません。必要な書籍・文献などあれば、適宜お伝えします。

いの意見や考えを深めていけたら良いと考えています。

講義は心の健康教育に関してですが、様々な分野に関連している内容を学ぶことになると思います。それぞれの
関連領域に関して、ご自身で文献などを調べて頂くと、より講義でお伝えした内容の理解が深まると思います。

専門家として応えていくためにも、心の健康について理解を深め、
健康教育を実践できることが必要と考えます。

授業終了後、またはメールにて受け付けます
。

水６

心理学の学びには、一つだけの正解はないものだと思っています。
常により良い答えや方法など模索し続けることが苦しくもあり、楽
しい部分だと思っています。模索するためにも、まずは先人の知恵
を理解するための学習が必要だと思っています。その知識をもとに
、様々な状況でどのように考え・対処してゆくかを皆さんと一緒に
模索出来たらと思っています。

欠席する際は事前にご連絡頂くようお願いします。

（１）関連科目等について　関連科目：学校現場に関する講義、心理支援に関する講義　　上位科目：精神医学
・心身医学に関する講義、心理実践実習
（２）次のステージ　実際の臨床場面で、これらの知識を活かして経験を積んで頂けると幸いです

・心が健康であるとはどのような状態か”を理解し他者に説明できるようになる。
・心の健康に寄与する諸理論（カウンセリング心理学・コミュニティ心理学など）の理解、心を健康を維持するために必要な知識や技
法
（ストレス対処技法など）を理解し、それらを他者に教育出来るような方略を考えることが出来る。
・日々の生活を送る上でどのような時期にで不適応を呈しやすいかを理解し、それらを適応的に乗り越えられるための対処方法を考え
るこ

公認心理師養成の一環として、心の健康を理解し、治療から予防ま
で幅広く対応することは社会で活動する際に必要なことです。                   ［　　　　　／一般講義］

-滝　友秀
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次のステージ・関連科目

子ども家庭支援特論Ⅰ

１年

前期 2

今日の子どもを取り巻く環境等を踏まえた上で主として学齢期にお
ける子どもの抱える諸問題について学び、さらに本人やその保護者
を含む家族への支援について理解を深める。特にスクールソーシャ
ルワーク(以下、SSW)や社会的養護の現場に焦点をあて、同領域に

自らの関心や修士論文テーマとの関連で、本科目の内容を理解するように努めること。また、図書館等を活用し

出席は平常点とする。授業時は、積極的に授業に参加する姿勢(10％)、プレゼン能力(20％)等を評価する。最終
的には学期末課題(70％)を課し、総合的に評価する。

・藤岡孝志(2008)；愛着臨床と子ども虐待、ミネルヴァ書房。

・馬場幸子(2020)；スクールソーシャルワーク実践スタンダード、明石書店。

、関連する論文・資料等を収集し精読すること。加えて、学内外で開催される講演会・研修会等に積極的に参加
すること。

おける子どもの権利、専門職のあり方等について理論を踏まえて実
践過程について学ぶ。

比嘉研究室；5－418
mahiga@okiu.ac.jp

火６

学齢期を中心に子どもに現れてくる諸現象に焦点をあてるため、常
日頃より社会でどのような問題が生じているのか関心をもつこと。
その際、子どもやその家族のもつ真のニーズは何か、支援者・研究
者、そして市民として何ができるか考えること。また、COVID-19の
影響でZoom等を活用してのオンライン授業になる場合もある。ポー
タル等大学からの連絡をこまめに確認して下さい。

・山下英三郎(2012)；修復的アプローチとソーシャルワーク、明石書店。

・キャロル リッペイ マサット他編著、山野則子監修(2020)；スクールソーシャルワークハンドブック、明石書

他の講義・演習科目との関連を意識し、修士論文作成に向けて取り組むこと。

社会で生じている児童家庭福祉に関する諸問題を多角的に捉えることができる。また、児童福祉等の現場で中核となる専門職・研究者
として、新人職員等を指導できる力を身につける。

・浅井春夫/黒田邦夫(2018)；〈施設養護か里親制度か〉の対立軸を超えて、明石書店。

店。

社会福祉専門職・研究者に求められる専門的知識・技術はもちろん
のこと、倫理観の確立、他の専門職との協働する能力を養う。

①オリエンテーション、授業の目的、計画等
②子どもを取り巻く現代的課題　その１；子どもの貧困
③子どもを取り巻く現代的課題　その２；児童虐待
④子どもを取り巻く現代的課題　その３；いじめと体罰
⑤SSW理論　その１
⑥SSW理論　その２
⑦SSW実践　その１
⑧SSW実践　その２
⑨社会的養護；施設養護　その１
⑩社会的養護；施設養護　その２
⑪社会的養護；家庭的養護　その１
⑫社会的養護；家庭的養護　その２
⑬子どもの権利擁護システム
⑭子ども支援者へのスーパービジョン　その１
⑮子ども支援者へのスーパービジョン　その２
⑯まとめ

                  ［　　　　　／一般講義］

比嘉　昌哉
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次のステージ・関連科目

産業・労働分野に関する理論と支援の展開

１年

後期 2

産業組織心理臨床に関する施策や法令、指針を学び、心理職に対す
る社会のニーズを理解する。産業組織心理臨床の支援内容や方法を
理解し、心理職の組織への関り方について学ぶ。

産業・労働分野に関する理論：社会背景及び産業心理臨床に求められるもの

産業・労働分野に関する理論：労働関係法令・施策・指針

産業・労働分野に関する理論：背景となる理論・モデル

産業・労働分野に関する理論：支援現場と活動内容

産業・労働分野での支援の内容及び方法：個人アセスメント（キャリア開発含む）

産業・労働分野での支援の内容及び方法：ストレスチェック制度と心理職の役割

産業・労働分野での支援の内容及び方法：産業保健スタッフとの連携・関係機関へのリファー

産業・労働分野での支援の内容及び方法：組織へのアプローチ・予防アプローチ

産業・労働分野での支援の内容及び方法：従業員支援プログラム（EAP）

産業・労働分野での今日的課題とその対応：障害者雇用・就労支援

産業・労働分野での今日的課題とその対応：ハラスメント対応

産業・労働分野での今日的課題とその対応：自殺予防と危機介入

具体的支援例：組織に対するコンサルテーション

具体的支援例：事例検討①

具体的支援例：事例検討②

まとめ

配布資料の熟読と復習

配布資料の熟読と復習

配布資料の熟読と復習

配布資料の熟読と復習

配布資料の熟読と復習

ストレスチェック

配布資料の熟読と復習

配布資料の熟読と復習

EAPについて

配布資料の熟読と復習

配布資料の熟読と復習

ハラスメント研修又は自殺予防研修

配布資料の熟読と復習

配布資料の熟読と復習

配布資料の熟読と復習

①履修の心構え

レポートの提出（70％）、受講態度30％

※テキストは特に指定しない。必要に応じて資料を配布する。

木村周（2010）キャリア・コンサルティング理論と実践　社団法人雇用問題研究会

配布資料を熟読し、授業の中で質問と意見を積極的に述べること。
②学びを深めるために
講義学んだキーワードを再度調べて再学習すること。
学んだことをレポートにまとめ、発表すること。

ptt510@okiu.ac.jp　又は授業終了後に教室
で受け付けます

水６

産業組織心理臨床は、今後さらにニーズが高まる領域です。今後、
皆さんには公認心理師又は臨床心理士として産業組織領域で活躍し
てほしいです。

【参考文献】

新田泰生、足立智昭（2016）心理職の組織への関り方　誠信書房

社会状況の変化と組織のニーズを把握して、今後も産業組織心理臨床を学んでほしい。

本科目を履修することで、産業組織心理臨床に必要な理論と実践を学ぶことができる。さらに、産業・労働分野に関わる公認心理師又
は臨床心理士に必要な理論と支援内容・方法、今日的課題とその方法を学習することができる。

金井篤子、松本真理子、森田美弥子（2016）産業心理臨床実践　ナカニシヤ出版

平木典子、松本桂樹（2019）公認心理師 分野別テキスト5 産業・労働分野 理論と支援の展開 創元社

公認心理師取得のための、必修の授業となります
                  ［　　　　　／一般講義］

-大兼　千津子
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社会心理学特論

１年

後期 2

　本講義では、修士論文における研究遂行において必要な一連の知
識やスキルを学ぶことを目的とする。具体的には、社会心理学的視
点からの思考法、研究法、データ解析法について総合的に学んでい
く。目標は、受講生各自の研究テーマに合わせて適切な、理論的枠

履修登録・オリエンテーション・授業契約：本講義の進め方の説明・諸注意等

科学論文のクリティカル・リーディング：基礎編

科学論文のクリティカル・リーディング：実践編1

科学論文のクリティカル・リーディング：実践編2

科学論文のクリティカル・リーディング：実践編3

受講生による研究発表(1)：卒業研究 or 修論計画のプレゼンテーション

受講生による研究発表(2)：卒業研究 or 修論計画のプレゼンテーション

受講生による研究発表(3)：卒論研究 or 修論計画のプレゼンテーション

受講生による研究発表(4)：卒論研究 or 修論計画のプレゼンテーション

修論作成に関わる主要論文の批判的検討(1)

修論作成に関わる主要論文の批判的検討(2)

修論作成に関わる主要論文の批判的検討(3)

修論作成に関わる主要論文の批判的検討(4)

修士論文プレデザイン発表・検討会(1)

修士論文プレデザイン発表・検討会(2)

予備日

配布資料の復習・次回テーマの予習

配布資料の復習・次回テーマの予習

配布資料の復習・次回テーマの予習

配布資料の復習・次回テーマの予習

配布資料の復習・次回テーマの予習

レジュメ作成・コメント内容の検討

レジュメ作成・コメント内容の検討

レジュメ作成・コメント内容の検討

レジュメ作成・コメント内容の検討

レジュメ作成・コメント内容の検討

レジュメ作成・コメント内容の検討

レジュメ作成・コメント内容の検討

レジュメ作成・コメント内容の検討

レジュメ作成・コメント内容の検討

レジュメ作成・コメント内容の検討

　講義は、新型コロナウイルス感染症の動向をふまえ、大学当局の判断に沿った講義形態で行います。対面・遠

　下記の１と２をもとに、総合的に評価します。
　　１．授業参加度50％：講義における発言、質疑応答や対話・討論への積極的な参加など
　　２．課題遂行度50％：レジュメ作成やプレゼンテーション、課題への取り組み状況など

テキストは特に指定しません。参考文献は下記の通り。

  3. 松井豊 (2010). 心理学論文の書き方－卒業論文や修士論文を書くために－　河出書房新社　1700円＋税

隔いずれの講義形態になっても対応できる環境(特に、PCや通信環境)を整えておいて下さい。
　実習や学外ボランティア等、やむを得ない事情で遅刻や欠席をする際は、原則として事前に担当教員に連絡を
入れて下さい。難しい場合は、事後速やかに連絡して下さい。
　講義では、質問やコメント等、積極的かつ能動的な関与を求め、これを授業参加度として評価します。講師や

組み、研究方法、データ解析法を適用した研究デザインが立案でき
るようになることである。

初回講義時に連絡先を周知する。また、毎
回の授業終了時に教室で受け付ける。

金５

　講義形態は、いわゆる「授業」ではなく、「アクティブ・ラーニ
ング」を重視したやり方とする。また、学部レベルの基礎的な社会
心理学の理論、研究法について理解していることを前提に進めるた
め、十分でない受講生は概論書などで学んでおいてもらいたい。
　以上をふまえ、受講生による発表、意見表明や質問、対話や討論
など、積極的・能動的な関与を求める。

  1. 安藤清志・村田光二・沼崎誠 編 (2017). 社会心理学研究入門 [補訂新版]　東京大学出版会　2900円＋税

  4. 大山正 監修・岡　隆 編著 (2012). 心理学研究法５　社会　誠信書房　3800円＋税

他の受講生の話をうのみにせず、まずは自分の頭でクリティカルに考え、自分なりの視点で積極的に意見を表明
し、対話・議論するよう心がけて下さい。

・心理統計法特論と合わせて履修すれば、研究法とデータ解析法の関連性についてより理解が深まるでしょう。
・次のステージとして、臨床心理学特殊研究での修士論文作成に活かすようにして下さい。

　本講義の到達目標は下記の３点である。
　　１．修士論文の研究遂行に必要な社会心理学的思考法・研究法を理解し、自身の研究デザインに適用できる。
　　２．修士論文の研究計画に対応する適切なデータ解析法を選択でき、実際に独力で実施することができる。
　　３．自身や他の修論生の研究に関する知識や考察を深め、クリティカルに思考し議論することができる。

  2. 福島哲夫 編 (2016). 臨床現場で役立つ質的研究法　新曜社　2200円＋税

「臨床心理学的研究・調査を可能にするための科目群」として、本
講義では社会心理学的な実証研究のアプローチを学ぶ。                   ［　　　　　／一般講義］

-泊　真児
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次のステージ・関連科目

社会福祉研究法特論Ⅰ

１年

前期 2

調査法を含む研究法の検討を行うとともに、社会福祉の原理を理論
と実践から両面を検討する。

社会調査の企画と設計　（桃原）

社会調査と研究倫理　（桃原）

研究方法とデータ収集法との論理的関係　（桃原）

学術情報ネットワークの活用術　（桃原）

量的調査①　概念構成・仮説提示から変数構築に向けて　（桃原）

量的調査②　調査票の作成方法・ワーディング等の基本ルール　（桃原）

質的調査①　質的調査の特性、コーディング

質的調査②　脱文脈化（セグメント化）、再文脈化（データベース化、ストーリー化）

論文を読んでまなぶ①（質的調査論文の論文構成）山根論文　（知名）

論文を読んでまなぶ②（質的調査論文の論文構成）中田論文　（知名）

論文を読んでまなぶ③（質的調査論文の論文構成）熊倉論文　（知名）

論文を読んでまなぶ④（質的調査論文の論文構成）TEA論文　（知名）

質的データのデータ処理について学ぶ①ーサンプルデータでの演習　（知名）

質的データのデータ処理について学ぶ②ーサンプルデータでの演習　（知名）

質的データのデータ処理について学ぶ③ーサンプルデータから読み取れること　（知名）

講義のまとめ　（知名）

社会調査の種類について調べる

調査の倫理的問題の事例を調べる

修士論文の論理展開を考える

学術情報の検索・収集の実践

キー概念の構築

調査票作成の実践

質的調査の特性について調べる

質的データ分析の実践

事前配布の山根論文を読んでおく

事前配布の中田論文を読んでおく

事前配布の熊倉論文を読んでおく

事前配布のTEA論文を読んでおく

データを事前に考察しておく

データを事前に考察しておく

データを事前に考察しておく

この科目における原理的な考察を自身の研究課題とすりあわせて検討する。

①授業中の発表／報告･議論／質疑／コメントを内容と形式(積極性も含む)から評価60％、②時間外に作成した
レジュメ・レポート等（特定質問、コメント、レジュメの修正版も含む）など提出物を形式と内容から評価40％

＊科目担当者2名がそれぞれ評価し、総合的に評価とする。

桃原　『新・社会調査へのアプローチ』、『質的データ分析法』

桃原：toubaru@okiu.ac.jp
知名：takashic@okiu.ac.jp

金６

「ともに学ぶ」ことへの主体的な参加を望む。

知名　『TEA理論編　TEA実践編』

社会福祉研究法特論Ⅱ、人間福祉特殊研究Ⅰ

調査法を含む研究法の原理的な枠組みについて説明ができる。
社会福祉の原理について理論と実践の両面から多面的な検討と自説の展開ができる。

この科目では「個人や社会の福祉問題に関する適切な研究活動」の
土台となる見識や技法の一端を提供する。                   ［　　　　　／一般講義］

桃原　一彦・知名　孝
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次のステージ・関連科目

社会福祉実践演習Ⅰ

１年

前期 2

理論と実践の統合を図り、福祉専門職の養成を目指す。

日頃より、自らの実践を振り返るようにする。また、常に理論と実践の統合を意識して実践を心がけること。

授業時に自らの実践を振り返るため、ケースの記録等を提出してもらう。
それらを元にスーパービジョンを実施するため、記録をまとめる力も求められる。授業時の取組む姿勢等を評価
すると同時に、最終的にはレポート・課題を課す。

【参考文献】

・D.H.ヘプワース他著、武田信子監修(2015)；ダイレクト・ソーシャルワークハンドブック、明石書店。

比嘉研究室5号館4階－5418
e-mail;mahiga@okiu.ac.jp

水７

現場にいるとなかなか自らの実践を振り返ることが難しいと思いま
す。実践上の課題（職場や社会全体の課題含む）を振り返り、積極
的にその課題解決のために何が必要かともに考えていきましょう。

・A.カデューシン、D.ハークネス著、福山和女監修、田中千枝子責任編集(2016)；スーパービジョン イン ソー

・日本社会福祉士会(2022)；三訂 社会福祉士の倫理 倫理綱領実践ガイドブック、中央法規。

「社会福祉実践演習Ⅱ」や各「人間福祉特殊研究」につなげてほしい。

福祉課題を客観的・俯瞰的に捉え、他専門職(医療・保健・教育・司法等)と連携しながら、課題解決を図ることができる。

シャルワーク第5版、中央法規。

※その他、必要に応じて授業時に提示する。

現場ソーシャルワーカーのリカレント教育を意図し地域社会の諸課
題に対し専門的立場から適切な解決を図り福祉社会の構築に資する

初回オリエンテーションにて、授業内容を説明する。

自らの実践上の課題（職場の課題含む）を洗い出し、その優先順位を考えて取り組む。
実践上の課題を客観的に捉え、周囲に説明できるようになる。
課題解決のための方策を考える。
※その際、常にミクロ・メゾ・マクロの視点で捉えていく。
　つまり、支援の対象を目の前のクライエントにとどまらず、職場/同僚/関係機関及び地域社会を視野に入れる
(た)ソーシャルワークを実践していることを自覚する。

個別のケース検討の他、職場の組織体制、関係機関との連携等について考える。

最終回において、SV内容を振り返る。

                      ［　　　　　／演習］

専任教員 比嘉　昌哉
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次のステージ・関連科目

社会福祉実践演習Ⅰ

１年

前期 2

自らが在職する現場におけるソーシャルワーク実践をミクロ・メゾ
・マクロの視点で探求し、研究的に取り組む力を養う。

オリエンテーション：ゼミの概要説明、自己紹介

実践のなかにおける課題について

「疑問（問い）」を解決する方法について

現場実践者が研究することについて～研究と実践の役割分担・共同・統合～

実践報告と実践研究について

ソーシャルワークにおける研究活動とは

実践における気づきから研究活動に発展させるポイントについて

研究活動の成果と発表について

研究ができる環境づくりについて

スーパービジョン体制について

研究倫理について

事例検討と事例研究について①

事例検討と事例研究について②

事例検討と事例研究について③

事例検討と事例研究について④

まとめと振り返り

ポートフォリオを作成する

事例研究会の企画書を作成する

事例研究会の案内文書を作成する

第１回事例研究会の準備

第１回事例研究会の準備

第１回事例研究会参加

第２回事例研究会の準備

第２回事例研究会の準備

第２回事例研究会参加

第３回事例研究会の準備

第３回事例研究会の準備

第３回事例研究会参加

第４回事例研究会の準備

第４回事例研究会の準備

第４回事例研究会参加

ポートフォリオを作成する

・様々な分野の実践家と積極的に交流し、多面的・総合的・批判的な思考力を身に付けましょう。

・実践報告、課題提出、スーパービジョンへの参加について総合的に評価する。

〇参考文献：

ルワーク学会監修、中央法規、２０１９年

・関連する専門職団体のセミナーや学会等に積極的に参加し、多くの実践研究に触れましょう。

メール：m.higuchi @okiu.ac.jp
樋口研究室：５号館４階５４１９研究室

水７

ソーシャルワークは、実践科学といわれます。
現場の実践者が研究活動を行うには、まだまだ厳しい環境ですが、
実践における気づきを研究活動に発展させていきましょう。

・『ソーシャルワーク事例研究の理論と実際』、野口定久編集代表、中央法規、２０１４年

・『相談援助職のための事例研究入門』、福富昌城・白木裕子編著、中央法規、２０２０年

「社会福祉実践演習Ⅱ」や「人間福祉特殊研究」につなげ、学びを深めてほしい。

実践現場における福祉的課題について、他の専門職と協働し解決することができる。

・『ソーシャルワーカーのための研究ガイドブック　実践と研究を結びつけるプロセスと方法』、日本ソーシャ

現場や地域における福祉的課題を、学際的かつ実践的研究活動を通
して解決を図り、福祉社会の構築に資する。                       ［　　　　　／演習］

樋口　美智子



※ポリシーとの関連性

回 テーマ

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

科
目
基
本
情
報

科目名

担当者

期 別 曜日・時限 単 位

対象年次 授業に関する問い合わせ

学

び

の

準

備

ねらい

到達目標

メッセージ

学
び
の
継
続

学

び

の

実

践

評価

学びの手立て

テキスト・参考文献・資料など

時間外学習の内容

学びのヒント 

授業計画 

次のステージ・関連科目

障害児（者）援助特論

１年

後期 2

この講義ではさまざまな分野での具体的な実践の方法と知識につい
て掘り下げていくとともに、受講生の多くが現場で実践するものが
多いため、「ケースにもとづいて書く」ことについての学びを深め
ていきくことを目的とする。

精神力同論とソーシャルケースワーク

家族心理学（構造理論・コミュニケーション理論）とソーシャルケースワーク

システムズ理論・エコロジカル理論とソーシャルケースワーク

ポストモダニズムとソーシャルワーク理論（1）

ポストモダニズムとソーシャルワーク理論（2）

事例検討（1）

事例検討（2）

事例検討（3）

事例検討（4）

「〇〇」を読み解く（1）

「〇〇」を読み解く（2）

「〇〇」を読み解く（3）

「〇〇」を読み解く（4）

事例から論文を書く・エッセーを書く（1）

事例から論文を書く・エッセーを書く（2）

まとめ

事前配付資料の熟読

事前配付資料の熟読

事前配付資料の熟読

事前配付資料の熟読

事前配付資料の熟読

事前配付資料の熟読

事前配付資料の熟読

事前配付資料の熟読

事前配付資料の熟読

事前配付資料の熟読

事前配付資料の熟読

事前配付資料の熟読

事前配付資料の熟読

事前配付資料の熟読

事前配付資料の熟読

レポート執筆

古典の講読からロールプレイにいたるまでさまざま取り組みに対応できるようにしていただきたい。ケースプレ

①３分の２以上の出席、② 授業中の課題、③授業外の課題、④ 学期末レポート

授業の中で指定して行く。

ゼンテーションができるように準備しておくこと。

人間福祉学科　知名孝

火６

この講義は精神保健福祉士・臨床心理士・公認心理師として勤務歴
のある実践者としての経験を生かした、実践を前提とした講義内容
となっている。対面授業を基本とするが、諸々の条件を勘案して特
例授業（遠隔授業）を取り入れながら進めていく。

それぞれの修士論文執筆への取り組みが次のステージ・関連科目である。

理論を読む部分と事例検討から学ぶ部分、そして事例を書き上げる（Case write-up）を学ぶ部分で構成される。参加者のケースプレ
ゼンテーションを含む。

本学地域文化研究科人間福祉専攻社会福祉学領域カリキュラムポリ
シーの1，2，3に対応した科目である。                   ［　　　　　／一般講義］

知名　孝
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学

び

の

準

備

ねらい

到達目標
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テキスト・参考文献・資料など

時間外学習の内容

学びのヒント 

授業計画 

次のステージ・関連科目

心理学研究法特論

１年

後期 2

臨床心理学的研究を行うにあたってどのような研究の枠組みがある
のか、またデータ収集・分析の方法について理解する。

オリエンテーション

臨床心理学的研究法の理解　序論

臨床心理学的研究法の理解（質的研究・介入効果研究）①

臨床心理学的研究法の理解（質的研究・介入効果研究）②

臨床心理学的研究法の理解（質的研究・介入効果研究）③

臨床心理学的研究法の理解（質的研究・介入効果研究）④

臨床心理学的研究法の理解（質的研究・介入効果研究）⑤

臨床心理学的研究法の理解（質的研究・介入効果研究）⑥

臨床心理学的研究法の理解（質的研究・介入効果研究）⑦

臨床心理学的研究法の理解（質的研究・査定法の活用）①

臨床心理学的研究法の理解（質的研究・査定法の活用）②

臨床心理学的研究法の理解（質的研究・査定法の活用）③

認知心理学的研究法の理解（実験法・質問紙法）①

認知心理学的研究法の理解（実験法・質問紙法）②

認知心理学的研究法の理解（実験法・質問紙法）③

予備日

発表準備・資料作成

発表準備・資料作成

発表準備・資料作成

発表準備・資料作成

発表準備・資料作成

発表準備・資料作成

発表準備・資料作成

発表準備・資料作成

発表準備・資料作成

発表準備・資料作成

発表準備・資料作成

発表準備・資料作成

発表準備・資料作成

発表内容の修正

自分の修士論文計画を具体的に進めていくこと。他者の研究にも関心を持ち、自分の研究にとって参考になるも

毎回の講義における積極性（質問・コメント）・・・４０％　修士論文プレデザイン発表における内容・・・６
０％

逐次、講義の中で紹介する。

のは積極的に取り入れていくこと。

上田研究室（13号館213）まで
もしくはメールで：y.ueda@okiu.ac.jp

木５

自分が修士論文作成のために行う研究を、実際に行うことができる
ようになるために、毎回の発表の準備を入念に行うこと。

心理統計法特論、 臨床心理学特殊研究Ⅰ、臨床心理学特殊研究Ⅱ、

臨床心理学的研究と呼ばれるためのテーマ設定、データ収集・分析方法、結果の記述、考察の仕方を習得する。

臨床心理学的研究・調査を可能にするための科目である。
                  ［　　　　　／一般講義］

上田　幸彦・平山　篤史・宮里　新之介・前堂　志乃
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心理実践実習Ⅰ

１年

通年 2

臨床現場で実習をする上で必要な倫理、態度、基本的知識・技能を
学習し、実習の準備を行う。心の専門家が働いている4分野（保健
医療分野、福祉分野、教育分野、司法・犯罪分野）について実習・
見学実習を行う。また、これらの実習体験を振り返り、心理的支援
の専門家を目指す上で、今後の演習・実習で必要となる自らの課題
や活かせる資質を確認する。

平山：研究室13-211   atsushi@okiu.ac.jp
井村：研究室 5-424-2 h.imura@okiu.ac.jp

水７

生の臨床現場を体験する実習である。そのため、必要な準備（基礎
的な知識・倫理）をしっかり行うことが必要となる。

心理的支援の専門家として必要な①コミュニケーション能力②心理査定技能③心理面接技能④地域支援技能の基礎を習得する。
心理支援が必要とされる対象者のニーズの把握と心理学的理解、それに応じた支援方針の計画の考え方を習得する。
実習施設における多職種とのチームアプローチの基礎を習得する。

臨床心理査定、臨床面接、臨床心理学的地域援助の技能、および、
実践力を高めるための実習科目                   ［　　　　　／実験実習］

オリエンテーション

社会人として働くこと、組織人として働くこと

保健医療分野に関する法的根拠

保健医療分野（精神科病院）の役割と機能

保健医療分野（精神科病院）における支援の対象者と心理的支援（統合失調症）

保健医療分野（精神科病院）における支援の対象者と心理的支援（アルコール依存症）

保健医療分野（精神科病院）における支援の対象者と心理的支援（認知症）

保健医療分野（精神科病院）における支援の対象者と心理的支援（デイケア・作業療法）

保健医療分野における多職種の役割と連携

保健医療分野（精神科病院）におけるアセスメント技法

実習生として臨床現場に入るということと基本的ルール

心理的支援従事者に求められる倫理

実習目的の具体化・明確化①前半グループ

実習目的の具体化・明確化②後半グループ

実習記録のまとめ方

精神科病院実習報告と振り返り①前半グループ

精神科病院実習報告と振り返り②後半グループ

教育分野の法的根拠

教育分野（教育委員会教育相談課）の役割と機能

教育分野（教育委員会教育相談課）における支援の対象者と心理的支援

教育委員会教育相談課見学実習の振り返り

福祉分野の法的根拠

福祉分野（児童相談所）の役割と機能

福祉分野における支援の対象者と心理的支援

児童相談所見学実習の振り返り

司法・犯罪分野の法的根拠

司法・犯罪分野（少年鑑別所）の役割と機能

司法・犯罪分野（少年鑑別所）における支援の対象者と心理的支援

少年鑑別所見学実習の振り返り

まとめ

配布資料をよく読む

ディスカッションの振り返り

調べ学習と復習

調べ学習と復習

調べ学習と復習

調べ学習と復習

調べ学習と復習

調べ学習と復習

調べ学習と復習

調べ学習と復習

ディスカッションの振り返り

ディスカッションの振り返り

発表準備・振り返り

発表準備・振り返り

配布資料を読む

発表準備・振り返り

発表準備・振り返り

調べ学習と復習

調べ学習と復習

調べ学習と復習

ディスカッションの振り返り

調べ学習と復習

調べ学習と復習

調べ学習と復習

ディスカッションの振り返り

調べ学習と復習

調べ学習と復習

調べ学習と復習

ディスカッションの振り返り

ディスカッションの振り返り

平山　篤史・井村　弘子
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／2

実習は参加するだけでは何も身にならない。事前に関連知識を得て、問題意識・目的意識を明確化して臨むこと

準備（事前課題・発表）…30点
実習態度・実習への取り組み…30点
実習後のディスカッション…30点
実習の振り返りレポート…10点

参考文献

こころの専門家が出会う法律　佐藤進（監）津川律子・元永拓郎（編）誠信書房

で多くの学びを得ることができる。また、同じ体験をしても、実習生によって感じることや考えることは異なる
。実習後はディスカッションを行い、意見交換し、実習体験をより深化させる。

病院で働く心理職―現場から伝えたいこと　野村れいか（編著）日本評論社

心理実践実習Ⅱ、心理実践実習Ⅲ、心理実践実習Ⅳ
その他の専門科目

臨床心理士を目指す大学院生のための精神科実習ガイド　津川律子・橘玲子（編著）誠信書房

2
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心理実践実習Ⅲ

１年

通年 4

大学院付属の施設、心理相談室のケースを担当するための基本的な
知識や枠組みを学び、心理相談室業務の実習を通して体験的に学ぶ
。実習Ⅲでは、特にで電話受付と、臨床心理士有資格者の面接陪席
が中心となる。また、心理相談室業務の運営についても実践を通し
て学ぶ。

平山：研究室13-211  atsushi@okiu.ac.jp
上田：研究室13-213　y.ueda@okiu.ac.jp

水７

心理相談室のスタッフとして、業務とクライエントに関わることで
心理臨床の基礎を学べます。有資格者の面接を陪席できる機会は、
社会にでるとなかなか体験することができません。陪席者という立
場で俯瞰的に面接を観察する一方で、自分が面接担当者であるかの
ような「思い入れ」も持ちながら望んでほしいです。

①心理相談室業務の基本的枠組みが理解できる②心理相談室業務の流れが理解できる③電話受付業務ができる④面接への陪席を通して
、クライエント理解、および、セラピストとクライエントの相互作用が理解できる⑤インテーク報告書をまとめることができる

臨床心理査定、臨床面接、臨床心理学的地域援助の技能、および、
実践力を高めるための実習科目                   ［　　　　　／実験実習］

オリエンテーション

心理相談室の組織と機能

心理相談室の面接構造

心理相談室の備品と使い方

心理相談室の相談業務の流れ

電話受付の概要と留意点

電話受付ロールプレイングと受付シートの作成１

電話受付ロールプレイングと受付シートの作成２

ケースに関する各書式の必要事項と留意点

ケース記録の記入に関する留意点

陪席実習の目的・意義

陪席実習の心構えと留意点

陪席記録の取り方

陪席実習振り返り1

陪席実習振り返り2

陪席実習振り返り3

ケースカンファレンス運営の方法と留意点

陪席実習振り返り4

陪席実習振り返り5

陪席実習振り返り6

インテーク報告書の各項目と書き方

インテーク報告書のまとめ方（基本事項・ジェノグラム・主訴）

インテーク報告書のまとめ方（成育歴・現症歴・問題歴）

インテーク報告書のまとめ方（見立てと方針）

インテーク報告書のまとめ方についての集団スーパーヴィジョン

陪席実習振り返り7

陪席実習振り返り8

陪席実習振り返り9

ケースの引き継ぎについての留意点1

ケースの引き継ぎについての留意点2

配布資料を読む

配布資料の復習

配布資料の復習

配布資料の復習

配布資料の復習

配布資料の復習

ロールプレイング体験振り返り

ロールプレイング体験振り返り

配布資料の復習

配布資料の復習

配布資料の復習

ディスカッションの振り返り

配布資料の復習

陪席記録のまとめ・発表準備

陪席記録のまとめ・発表準備

陪席記録のまとめ・発表準備

配布資料の復習

陪席記録のまとめ・発表準備

陪席記録のまとめ・発表準備

陪席記録のまとめ・発表準備

インテーク報告のまとめ・発表準備

インテーク報告のまとめ・発表準備

インテーク報告のまとめ・発表準備

インテーク報告のまとめ・発表準備

インテーク報告のまとめ・発表準備

陪席記録のまとめ・発表準備

陪席記録のまとめ・発表準備

陪席記録のまとめ・発表準備

見立て・方針のまとめ

見立て・方針のまとめ

平山　篤史・上田　幸彦
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次のステージ・関連科目

／2

個々のケースへの対応は、机上の勉強だけでは学べないことが多くあります。基本的な枠組みはしっかり押さえ

実習態度・実習への取り組み…40点
実習後の振り返りのディスカッション…30点
毎回の課題・実習の振り返りレポート…30点

参考図書

評論社

つつ、個々のケースに応じてどう対応できるのかその都度その都度考えることが重要です。判断のつきにくいこ
とも多いかと思いますが、教員、嘱託カウンセラーの先生、先輩に積極的に質問し、経験を通して学びましょう
。

心理臨床家の手引き　鑪幹八郎・名島潤慈（編著）　誠信書房

カウンセリングプロセスハンドブック　福島脩美・田上不二夫・沢崎達夫・諸富祥彦（編）金子書房

心理実践実習Ⅱ、心理実践実習Ⅳ、臨床心理実習A/B
その他の専門科目

臨床面接の進め方―初心者のための13章―　M・ハーセン、V・B・ヴァンハッセル（編）深澤道子（監訳）日本

2
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回 テーマ 時間外学習の内容

21

心理実践実習Ⅳ

２年

通年 4

来談者のニーズに応じた適切なアセスメント、心理支援を提供でき
るようになる。

上田まで　y.ueda@okiu.ac.jp

水７

【実務経験】臨床心理としての経験を持つ担当者が、実際の心理臨
床と同じ心理支援が提供できるように指導します。実際の面接は非
常に負担が強いものであるのでスパーヴァイズを受けながら自身の
メンタルヘルスにも気をつけながら実習を続けること。

来談者の様々なニーズに合わせた適切な心理支援ができる。

臨床心理面接、査定の実践的技能を高めるための科目である。
                  ［　　　　　／実験実習］

オリエンテーション

担当事例①アセスメント

担当事例①介入・スーパービジョン

担当事例①介入・スーパービジョン

担当事例①介入・スーパービジョン

担当事例①介入・スーパービジョン

担当事例①介入・スーパービジョン

担当事例②アセスメント

担当事例②介入・スーパービジョン

担当事例②介入・スーパービジョン

担当事例②介入・スーパービジョン

担当事例②介入・スーパービジョン

担当事例②介入・スーパービジョン

担当事例③アセスメント

担当事例③介入・スーパービジョン

担当事例③介入・スーパービジョン

担当事例③介入・スーパービジョン

担当事例③介入・スーパービジョン

担当事例③介入・スーパービジョン

担当事例④アセスメント

担当事例④介入・スーパービジョン

担当事例④介入・スーパービジョン

担当事例④介入・スーパービジョン

担当事例④介入・スーパービジョン

担当事例④介入・スーパービジョン

担当事例➄アセスメント

担当事例➄介入・スーパービジョン

担当事例➄介入・スーパービジョン

担当事例➄介入・スーパービジョン

担当事例➄介入・スーパービジョン

面接記録作成

面接記録作成

面接記録作成

面接記録作成

面接記録作成

面接記録作成

面接記録作成

面接記録作成

面接記録作成

面接記録作成

面接記録作成

面接記録作成

面接記録作成

面接記録作成

面接記録作成

面接記録作成

面接記録作成

面接記録作成

面接記録作成

面接記録作成

面接記録作成

面接記録作成

面接記録作成

面接記録作成

面接記録作成

面接記録作成

面接記録作成

面接記録作成

面接記録作成

上田　幸彦・井村　弘子
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次のステージ・関連科目

／2

来談者の話を共感的に聞きつつ、来談者の抱える苦悩の構造はどうなっているか、介入の糸口は何かを同時に考

各面接への取り組み・・・５０％、面接記録・・・２０％、面接継続の状況・・・３０％によって評価する。、

適宜紹介する。

える。この姿勢を常に保って面接に臨むことが大切である。来談者の問題を自分一人で抱え込むことなく、スー
パーヴァイザーを活用しながら取り組むこと。

臨床心理実習Ｂ、臨床心理面接特論

2
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心理統計法特論

１年

前期 2

　本講義では、実証研究を行う上での有力な手法である統計的デー
タ解析法について、演習中心に学んでいきます。目標は、受講生が
独力で一通りの主要なデータ解析法が扱えるようになることです。
受講生各自の研究デザインやデータとの関連づけを念頭に授業を展

履修登録・オリエンテーション：本講義の進め方の説明、変数の分類と尺度水準など

度数の違いの検定～直接確率計算法・χ2乗検定と残差分析～

2群以上の平均値の差の検定～1要因分散分析・効果量・信頼区間・検定力～

2要因分散分析：基礎編～主効果と交互作用・実験参加者間計画～

2要因分散分析：実践編1～実験参加者内計画～

2要因分散分析：実践編2～混合計画～

2変数間の関係性の分析～相関分析と単回帰分析～

因果モデルに基づく説明と予測のための分析法～重回帰分析・パス解析・媒介分析～

多くの変数を少数の指標にグルーピングする方法～主成分分析と因子分析～

似たもの同士の集団に分類するための方法～クラスター分析～

テキストからデータを掘り起こす方法～テキストマイニング：基礎編

テキストからデータを掘り起こす方法～テキストマイニング：実践編

潜在変数を用いたデータ解析法～共分散構造分析[SEM](1)～基礎編

潜在変数を用いたデータ解析法～共分散構造分析[SEM](2)～実践編1

潜在変数を用いたデータ解析法～共分散構造分析[SEM](3)～実践編2 ＆ 最終課題

予備日

次回テーマについての予習

演習課題と次回テーマの予習

演習課題と次回テーマの予習

演習課題と次回テーマの予習

演習課題と次回テーマの予習

演習課題と次回テーマの予習

演習課題と次回テーマの予習

演習課題と次回テーマの予習

演習課題と次回テーマの予習

演習課題と次回テーマの予習

演習課題と次回テーマの予習

演習課題と次回テーマの予習

演習課題と次回テーマの予習

演習課題と次回テーマの予習

最終課題レポートの作成

半期の学習内容の総復習

　・授業時間内外の学習を通して、毎回の講義内容を積み上げ式に習得していくことが大切です。

　・成績評価は、平常点45％、学期末の最終課題55％の内訳で、これらを総合的に評価します。
　　ただし、いずれも6割以上の成績を残すことが単位認定の条件となります。
　・平常点は、遅刻や欠席の状況、演習課題への取り組み状況を中心に評価します。
　・学期末の最終課題は、学習内容の総復習を兼ねたデータ解析演習レポートを課す予定です。

　教科書は特に指定せず、毎回の配付資料を中心に講義を進める予定です。下記は参考書籍です。

　　小塩真司 (2005). 研究事例で学ぶSPSSとAMOSによる心理・調査データ解析　東京図書

　・遅刻や欠席をすると理解が困難になる可能性が高いので、十分ご注意ください。
　・学部レベルの心理統計学の知識が十分でない場合、授業時間外に十分学習しておくことが必要です。

※新型コロナウイルス感染症の状況次第で、授業形態が対面から遠隔方式に変更になる可能性があります。

開し、実際にサンプルデータを用いてコンピュータと統計パッケー
ジ(HAD，js-STAR，SPSS・Amos等)を用いたデータ解析を行います。

初回講義時に連絡先を周知します。また、
毎回の授業終了時に教室で受け付けます。

火４

　受講生のデータ解析法の知識やスキルを把握した上で、授業計画
を若干調整することになると思います。“習うより慣れる”で、ま
ずは実際に自分でデータ解析してみることが大事です。加えて、授
業内容の定着を図るため、時間外学習が必須となります。なお、新
型コロナウイルス感染症の状況次第で、授業形態が対面から遠隔方
式になる可能性があります。ポータルをよく確認してください。

　　小宮あすか・布井雅人 (2018). Excelで今すぐはじめる心理統計～簡単ツールHADで基本を(略)～ 講談社　

　　小塩真司 (2018). SPSSとAMOSによる心理・調査データ解析［第3版］　東京図書　

　ポータルやメール等、日頃からこまめに情報確認するようにしてください。

　・心理学研究法特論を履修すると、研究法とデータ解析法の関連性をさらに深く理解できるはずです。
　・次のステージとして、臨床心理学特殊研究における修士論文の作成に活かしてください。

　1. 心理学の研究でよく用いられる実験研究型のデータと調査研究型のデータを、一通り独力で分析できる。
　2. 収集されたデータの特徴に合わせて、適切な統計解析手法を選択し、実行できるようになる。
　3. 修士論文の研究でデータを収集した際に、本講義で身につけた統計的データ解析法を活用することができる。

　　古谷野亘 (1988). 数学が苦手な人のための多変量解析ガイド　川島書店

　ポリシーにある「臨床心理学的研究・調査を可能にするための科
目群」として、本科目は実証研究データの各種解析法を学びます。                  ［　　　　　／一般講義］

-泊　真児
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心理療法特論

１年

集中 2

アルコール使用障害（依存症）をはじめとした嗜癖問題への心理臨
床的支援の実践を理解する。防衛性や否認性の問題を抱え心理支援
を受け入れることが難しい多様な対象者に対して、どのように介入
を配慮していくのかを学ぶ。その実践方法としてアクション・メソ

オリエンテーション　嗜癖者の心理と世代間連鎖　

社会心理学と学習心理学からの嗜癖行動の理解

投映法を用いた嗜癖者の査定（ロールシャッハ・テストを中心に）

嗜癖臨床と自助グループ（酒害体験者の語り）

嗜癖臨床の実際①　認知行動療法　－なぜ・どのような時に飲んだのか？

嗜癖臨床の実際②　解決志向ｱﾌﾟﾛｰﾁ　－飲まなかった時に何をしていたのか？

嗜癖臨床の実際③-1　臨床動作法（講義・事例検討）

嗜癖臨床の実際③-2　臨床動作法（実習）

嗜癖臨床の実際④-1　ロールレタリング（講義・事例検討）

嗜癖臨床の実際④-2　ロールレタリング（実習）

嗜癖臨床の実際⑤-1　心理劇（心理劇の理論と事例検討）

嗜癖臨床の実際⑤-2　心理劇（心理劇実習：ソシオドラマ）

嗜癖臨床の実際⑥-3　心理劇（心理劇実習：サイコドラマ）

文学から学ぶ嗜癖（山頭火とレイモンド・カーヴァーの人生と作品から）

統合的嗜癖治療プログラムの構築（試案）　虚しさに寄り添う・向き合う

まとめとディスカッション

基礎知識の予習・復習

基礎知識の予習・復習

基礎知識の予習・復習

基礎知識の予習・復習

基礎知識の予習・復習

基礎知識の予習・復習

基礎知識の予習・復習

実習体験を振り返ってミニレポート

基礎知識の予習・復習

実習体験を振り返ってミニレポート

基礎知識の予習・復習

実習体験を振り返ってミニレポート

実習体験を振り返ってミニレポート

参考図書の読解

講師の試案に対するミニレポート

最終レポート

講義の中で受講生が支援者役－被支援者役でのロールプレイング、グループ体験の実習も取り入れる。積極的に

各講義時間における議論・実習への参加（50％）、ミニレポート（20％）、最終レポート（30％）

今回の授業では心理療法について幅広く学ぶ。参考文献③は、21の心理療法について分かりやすく解説されてい

参考文献②「臨床動作法への招待」鶴光代　金剛出版

取り組んでほしい。　　　　　　　　　　
学びを深めるために、沖縄県内で開催されている動作法の研修会、心理劇の研究会に参加することができる。

ッドを中心に、認知行動療法、解決志向アプローチ等の心理療法と
比較しながら、その理論と方法論を体験的に学ぶ。

世話役教員平山まで（atsushi@okiu.ac.jp）

集中

動作法、心理劇といったアクションメソッドの実習体験も予定して
います。言語面接に加え、アクション・メソッドを習得することで
、様々な対象への支援の幅が広がります。受講者の臨床心理学の知
識や臨床心理学的技法の経験を考慮しながら講義・実習の進め方を
修正する可能性があります。

る。資格試験勉強にも使用できる教科書と思うので、ぜひ参考にして欲しい。

参考文献③「基礎から学ぶ心理療法」矢澤 美香子【編】　ナカニシヤ出版　　　　　　　　　　　　　　　　

臨床心理基礎実習および臨床心理実習
グループアプローチ特論

精神科臨床においてはアルコール使用障害者への支援は重要である。沖縄県内のアルコール使用障害は多い。しかし、彼らのなかには
治療に対する動機づけが難しい患者も多く存在する。また、高齢のアルコール使用障害者や発達障害や統合失調症等の精神疾患をあわ
せもつ患者に対しては言語的、認知的介入のみの支援には限界がある。本講義を通して、アクション・メソッドの理論や技法を習得し
、そのエッセンスを生かした心理臨床上の工夫を臨床現場で活用できるような視点や発想、技術を身につけることを目的とする。

参考文献①「サイコドラマの技法」　高良聖　岩崎学術出版社

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参考文献③「Carver's dozen―レイモンド・カー

人間福祉専攻学生が履修できる。臨床心理の実践力を身につけるた
めの専門科目である。受講には臨床心理学の基礎知識が必要。                   ［　　　　　／一般講義］

-古賀　聡
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次のステージ・関連科目

先端社会福祉研究特論

１年

集中 2

　日本においては、ソーシャルワーク専門職実践は多様な現場で、
多様な肩書で展開されている。その専門職たちは、自らをソーシャ
ルワーカーとは呼ばず、専門職アイデンティティの共有がなされて
いない専門職としての危機的状況にある。そこで、専門職アイデン

オリエンテーション

自らの専門職アイデンティティを振り返る

ソーシャルワーク専門職アイデンティティの概念①

ソーシャルワーク専門職アイデンティティの概念②

演習：個人的アイデンティティと専門職アイデンティティ

ソーシャルワーク専門職アイデンティティの成長プロセス①

ソーシャルワーク専門職アイデンティティの成長プロセス②

演習：自らの専門職アイデンティティの成長プロセスの振り返り

専門職アイデンティティ尺度開発

ソーシャルワーク専門職アイデンティティの教育・研修プログラム開発①

ソーシャルワーク専門職アイデンティティの教育・研修プログラム開発②

ソーシャルワーク専門職アイデンティティの教育・研修プログラム開発③

研修プログラムの試行①

研修プログラムの試行②

研修プログラム試行についての振り返り

まとめ

配布資料を読む

他学生のPIDとの照合

配布資料を読む

配布資料を読む

配布資料を読む

配布資料を読む

配布資料を読む

配布資料を読む

配布資料を読む

プログラムの検討

プログラムの検討

プログラムの検討

プログラムの検討

プログラムの検討

振り返りシート記入

①履修の心構え：本講義のコーディネートは岩田が行います。質問は岩田までお願いします。

研修プログラム(20％)、平常点(80％)

大谷京子（2012）『ソーシャルワーク関係―ソーシャルワーカーと精神障害当事者―』相川書房.

大谷京子（2021）「ソーシャルワーカーの専門職アイデンティティ尺度開発：バーンアウト、職業コミットメン

本講義は集中講義形式のため、仕事との両立の工夫をしましょう。
②学びを深めるために：講師のご著書や論文を事前に読み、講義に臨みましょう。

ティティに関する概念理解、その醸成のための工夫、専門職養成・
研修のためのプログラム開発を協働で行う。

岩田研究室にメールで連絡してください。

集中

ソーシャルワーク実践をしている専門職も、専門職アイデンティテ
ィを持ち得ていません。しかしこうした専門職としての危機的状況
が必ずしも日本では認識されておらず、本テーマでの大学院講義も
、日本初かと思います。探索的に協働して、いかに専門職アイデン
ティティを醸成できるのかを考え、研修プログラムとして成果物を
つくりたいと考えています。

大谷京子（2021）「専門職アイデンティティを構成するソーシャルワーク役割認識と統合プロセス―精神保健福

ト、職務満足、離職意識との関連」『精神保健福祉』52（3）,168-178.

・修士論文その他研究活動につなげる。
・他の選択科目の学びに活かす

専門職アイデンティティの概念を理解する。
ソーシャルワーカーの専門職アイデンティティにかかる日本の現状について説明できる。
ソーシャルワーカーの専門職アイデンティティ醸成のための研修プログラムを作成できる。

祉領域初任者ソーシャルワーカーへの追跡調査から―」『ソーシャルワーク研究』47（1）, 55-64.

学生各自の目指す専門領域について見識を深め、福祉問題に関する
適切な実践および研究活動ができるように指導します。                   ［　　　　　／一般講義］

-大谷　京子



※ポリシーとの関連性

科
目
基
本
情
報

科目名

担当者

期 別 曜日・時限 単 位

対象年次 授業に関する問い合わせ

学

び

の

準

備

ねらい

到達目標

メッセージ

学
び
の
継
続

学

び

の

実

践

評価

学びの手立て

テキスト・参考文献・資料など

学びのヒント 

授業計画（テーマ・時間外学習の内容含む）

次のステージ・関連科目

地域共生社会特論Ⅱ

１年

後期 2

障害学研究の動向を学ぶと共に受講生の関心を広げる機会とする。

障害学の視点から地域共生社会の実現を検討します。ぜひ、多角的に文献を読み進めましょう。

レポート50％、個別発表40％、ディカッションへの積極的参加10％

随時文献を紹介します。必要に応じて資料を配布します。

講義の後に受付ます。

木７

地域共生社会のありようを障害学の視点から考えていきましょう。
自由な発想でディスカッションを重ねていきましょう。

社会福祉学の研究活動につなげる。
修士論文の作成につなげる。

障害学研究の動向を理解することができる。
受講生の関心分野と関連させて研究を深めることができる。

教員の専門領域と関連させ、個別的な指導体制をもって各学生の研
究活動を支援する。

① オリエンテーション

②～⑦ 障害学研究の動向

⑧～⑮ 個別研究および発表

⑯まとめ

                  ［　　　　　／一般講義］

岩田　直子



※ポリシーとの関連性

回 テーマ

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

科
目
基
本
情
報

科目名

担当者

期 別 曜日・時限 単 位

対象年次 授業に関する問い合わせ

学

び

の

準

備

ねらい

到達目標

メッセージ

学
び
の
継
続

学

び

の

実

践

評価

学びの手立て

テキスト・参考文献・資料など

時間外学習の内容

学びのヒント 

授業計画 

次のステージ・関連科目

投映法特論

１年

後期 2

心理検査の中でも投映法検査について取り上げる。主にロールシャ
ッハ・テストの適切な実施方法、結果の整理、解釈の基本的な考え
方について体験的に学習した上で、検査報告書の書き方、テストバ
ッテリーの組み方、心理的援助に結びつく総合所見の書き方などを

臨床心理学における心理査定について

投映法被験者体験を振り返る

投映法検査概論

ロールシャッハ・テストの歴史と実施方法

ロールシャッハ・テストの結果整理の方法

ロールシャッハ・テストのスコアリング方法

ロールシャッハ・テストの分析・解釈の方法

架空事例のスコアリング実習

架空事例の結果整理実習

事例Ａのスコアリング実習

事例Ａの結果整理実習

事例Ａの見立てと所見の書き方

スコアリングの実践

結果整理の実践

所見のまとめ方実践

最終レポート作成・提出（到達度の確認）

臨床心理学の査定について調べる

被験者体験後感想をまとめておく

投映法検査の種類について調べる

ロ・テの歴史と実施　テキスト予習

ロ・テの結果整理　　　　”

ロ・テのスコアリング　　”

ロ・テの分析・解釈　　　”

スコアリングをすべてまとめる

結果を最後まで整理する

スコアリングをすべてまとめる

結果を最後まで整理する

所見の書き方について調べ学習

スコアリングをすべてまとめる

結果を最後まで整理する

所見を仕上げる

最終レポート作成・提出

①履修の心構え

発表、討論への参加、提出されたレポート等から総合的に評価する。

割合
平常点(出席状況等）30％　　課題レポート50％　　最終レポート20％
上記の評価方法については、講義初日に詳細に説明する。

テキスト：片口安史　「改訂新・心理診断法」金子書房　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

欠席するとその後の理解に支障をきたすため、皆出席かつ遅刻厳禁。

身につけることを目的とする。

稲田梨沙 <ptt861@okiu.ac.jp>

月５

演習の一環として事前に必ず被験者体験をし、データを手元に用意
すること。投映法検査について、各検査の成り立ち、目的、構成、
手順、測定方法などについて各自整理しておくこと。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

「臨床心理査定演習Ⅰ」「臨床心理査定演習Ⅱ」を受講することが望ましい。
次のステージ
「臨床心理基礎実習」「臨床心理実習」「臨床心理事例検討実習」などを受講する中で、事例を通してさらに理
解できることが望ましい。

投映法検査を臨床場面で実際に活用するには、さらなる研修が必要であるが、その基礎を学ぶ機会になればと考える。この科目を履修
することによって主にロールシャッハ・テストの実施と結果整理ができるようになる。その分析や解釈方法については、事例を通して
理解を深めることができるようになる。

臨床心理学領域大学院生のみが履修できる。
臨床心理の実践力を身につけるための専門科目である。                   ［　　　　　／一般講義］

-稲田　梨沙



※ポリシーとの関連性

科
目
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本
情
報

科目名

担当者

期 別 曜日・時限 単 位

対象年次 授業に関する問い合わせ
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び

の

準

備

ねらい

到達目標

メッセージ

学
び
の
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続

学

び

の

実

践
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学びの手立て

テキスト・参考文献・資料など

学びのヒント 

授業計画（テーマ・時間外学習の内容含む）

次のステージ・関連科目

人間福祉特殊研究ⅠB

１年

通年 4

本授業は、修士論文作成の準備期間として位置づける。自身の関心
分野について研究動向を把握する。研究の進め方を理解し、研究計
画を作成し研究活動を進める。

論文作成においては、多くの先行研究を客観的・批判的に精読する必要がある。また、県内・外の学会や研究会

出席は平常点とし、受講態度(10%)やプレゼンテーションの内容(20%)、レポート・課題提出の状況(70%)等を総
合的に判断し、評価する。

・日本ソーシャルワーク学会監修(2019)；ソーシャルワーカーのための研究ガイドブック、中央法規。

には積極的に参加しましょう。

比嘉研究室；5-418
mahiga@okiu.ac.jp

水６

受講生の研究活動をサポートしますので、意欲的に取り組んで下さ
い。

その他、授業時に適宜紹介する。

「人間福祉特殊研究ⅡB」につなげていく。

自らの関心のあるテーマについて先行研究を把握すること。その上で、研究計画を立て、研究活動を進めていく。

社会福祉学の理論を体得し、福祉・医療・保健・教育分野等で活躍
できる豊かな人間性と能力を兼ね備えた人材を養成する。

〔第1セメスター〕
第1週；オリエンテーション
第2～4週；問題意識の整理、研究計画書の吟味
第5～7週；関心テーマに関する先行研究の概観、参考文献の収集
第8～10週；構想発表、その検討、仮説の明確化
第11～13週；研究方法の検討、倫理的課題について理解する
第14～16週；まとめ

〔第2セメスター〕
第1週；オリエンテーション、研究の進捗状況の報告
第2～4週；主要参考文献の精読、研究動向の概要作成
第5～7週；調査等の実施、研究計画に沿ったプレ調査の実施
第8～10週；課題の明確化、先行研究及び自らの調査を通して
第11～13週；論点の整理、研究のテーマ・仮説の確定
第14～16週；まとめ

                      ［　　　　　／演習］

比嘉　昌哉



※ポリシーとの関連性
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期 別 曜日・時限 単 位
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学びのヒント 

授業計画（テーマ・時間外学習の内容含む）

次のステージ・関連科目

人間福祉特殊研究ⅡＡ

１年

通年 4月６

                      ［　　　　　／演習］

知名　孝



※ポリシーとの関連性

科
目
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本
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科目名

担当者

期 別 曜日・時限 単 位

対象年次 授業に関する問い合わせ
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準

備

ねらい

到達目標

メッセージ

学
び
の
継
続

学

び

の

実

践

評価

学びの手立て

テキスト・参考文献・資料など

学びのヒント 

授業計画（テーマ・時間外学習の内容含む）

次のステージ・関連科目

人間福祉特殊研究ⅡD

２年

通年 4

特殊研究Ⅰで培った知識と経験を活かして修士論文をまとめる

修士課程の集大成として計画的に論文をまとめましょう。

修士論文の内容90％、修士論文に向けた取り組み姿勢10％

随時紹介します

講義時およびメールで受け付けます。

金７

丁寧なディスカッションを重ねて、論文を作成していきいましょう
。院生の主体的な研究活動を全面的に応援します。

修士論文を発表する

修士論文を完成させることができる

各教員の専門領域と関連させ、個別的な指導体制をもって各学生の
研究活動を支援する体制をとる。

　修士論文の作成および修士論文の発表（中間報告、最終報告）について多角的に学ぶ。

　
　①　オリエンテーション
　②～③ 修士論文のデザイン
　④～⑤ 参考文献整理
　⑥～⑧ 先行研究分析
　⑨～⑩ 調査報告のまとめ
　⑪～⑬ ゼミ内中間報告　
　⑭～⑮ 論文修正、その他
　⑯　まとめ

 　

                      ［　　　　　／演習］

岩田　直子



※ポリシーとの関連性
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期 別 曜日・時限 単 位
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続
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学びの手立て

テキスト・参考文献・資料など

学びのヒント 

授業計画（テーマ・時間外学習の内容含む）

次のステージ・関連科目

人間福祉特論

１年

前期 2

この授業は、人間と福祉とのかかわりについて原理的な考察をおこ
なうものである。

学んだことは､その都度、文字にして、他者との対話のなかで､その意義を検証してみる。

①授業中の発表／報告･議論／質疑／コメントを評価60％、②時間外に作成したレジュメ・レポート等（特定質
問、コメント、レジュメの修正版も含む）など提出物を評価40％

授業の際に文献を紹介するとともに、適宜資料を配布する。

mmakoto@ll.u-ryukyu.ac.jp

木６

「ともに考える」ことへの主体的なかかわりを求める。

社会倫理学特論

子育て支援、虐待予防、トラウマ理論、ケア論、援助技術論、島嶼コミュニティ研究などを素材に、人間の福祉のあり方について、い
くつかの観点・立場を説明したうえで、自身の見解を述べることができる。

この科目は「個人や社会の福祉問題に関する適切な研究活動」の土
台となる見識の一端を提供するものである。

□授業は段取りは、以下のとおり。

第1回 オリエンテーション、科目の内容と構成についての説明。
第2回－第15回は、子育て支援、虐待予防、トラウマ理論、ケア論、援助技術論、島嶼コミュニティ研究などを
素材に、資料の購読や受講者の発表にもとづき議論・質疑応答をおこなう。
＊発表／報告等のレジュメ、特定質問、コメント等の作成などは時間外の学習として行う（第1回－第15回）。
　

                  ［　　　　　／一般講義］

-本村　真
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期 別 曜日・時限 単 位

対象年次 授業に関する問い合わせ

学

び

の

準

備

ねらい

到達目標

メッセージ

学
び
の
継
続

学

び

の

実

践

評価

学びの手立て

テキスト・参考文献・資料など

時間外学習の内容

学びのヒント 

授業計画 

次のステージ・関連科目

認知心理学特論

１年

前期 2

認知心理学の主要テーマ（知覚、思考、言語、記憶、感情、注意、
意識）に関する知見や理論、および、認知心理学や認知科学の分野
で蓄積されてきた脳とこころの働きに関する研究手法について理解
を深める。「日常の中の認知的活動」と「脳と認知的活動」の２つ

オリエンテーション・認知心理学とは

自己の認知活動について意識するワークA（感覚入力と認知過程）の実践

自己の認知活動について意識するワークB（対人認知）の実践

自己の認知活動について意識するワークBの実践報告③/認知心理学の歴史とテーマ

視覚認知/感性認知

注意/ワーキングメモリ

長期記憶/日常認知

カテゴリー化/知識の表象と構造

言語理解

問題解決と推論/判断と意思決定

認知と感情/認知進化と脳

認知的発達/社会的認知

文化と認知/メディア情報と社会認識

メタ認知

認知心理学的視点で自己の課題を考える/まとめ

予備日

シラバス等の内容理解/観察課題

次回のワークの準備

次回のワークの準備/次回の予習

今回の復習/指定文献の精読

今回の復習/指定文献の精読

今回の復習/指定文献の精読

今回の復習/指定文献の精読

今回の復習/指定文献の精読

今回の復習/指定文献の精読

今回の復習/指定文献の精読

今回の復習/指定文献の精読

今回の復習/指定文献の精読

今回の復習/指定文献の精読

今回の復習/指定文献の精読

今回の復習/指定文献の精読

前期の総復習/期末課題に取り組む

・時間外学習として、テキスト・指定文献の精読とワークシートのまとめ、日常観察を課します。

①平常点（受講態度、授業内ワークへの参加態度・貢献度、予・復習ワークシートの内容と提出状況）…70％
②期末課題（レポート課題の内容）…30％
③平常点と期末課題を総合して到達目標の①～③の達成度を評価するため、全ての項目に取り組んでください。

テキスト：箱田裕司他（著）（2013）.  認知心理学  有斐閣

①森敏昭・井上毅・松井孝雄（1995）.  グラフィック認知心理学  サイエンス社

・予・復習の内容を踏まえ授業内での小グループワーク（課題について対話をしながら考える）を行います。
　教員が知識を概説、コメントするのではなく、受講生によるワーク中心の授業です。登録の際はミスマッチ
　がないようにご注意ください。
・「認知」について「よく読み、よく観察し、よく話し、よく考える」ことに積極的に取り組んでください。

の視点を意識した文献の講読や対話を通じて、認知心理学的視座か
ら、ひと（自己と他者）の認知のあり方を理解する力を高める。

研究室：5-431
e-mail:mshinoあっとまーくokiu.ac.jp

月４

授業内・外で「ものごとを認識する、理解する、考える」というこ
ころの働き（認知過程・認知活動）について、文献を読み、対話し
、考える機会を多く経験してほしい。日頃から自分や人々のこころ
の動きや働き、認識と感情と行動の関係を意識的に観察してほしい
。目に見えない認知について「観察し、読み、話し、考える」こと
を楽しみ、自己と他者のこころの理解に繋げてほしい。

＊テキストは毎回の授業に使用する。各自準備し、持参すること。

②森敏昭・中條和光（2007）.  認知心理学キーワード  有斐閣叢書  有斐閣

　そして、「臨床心理学系科目の学び」、「心理臨床の現場経験と課題」、「日常の心の動きや行動」と「認
　知心理学」 の知見を、関連づけながら物事を捉え考えることを意識して習慣づけてください。

本講義の学びを、臨床や福祉など、それぞれの専門領域の研究や実践の展開に役立ててください。

①認知心理学の知識を踏まえて、人間のこころの働きや諸問題について理解と考察を深めることができる、
  認知心理学的視点を身につけることができる。
②認知心理学的視点から、人間のこころの働きや諸問題について、深く検討し、問題解決にあたることができる。
③認知心理学的視点から、臨床心理学的実践力や臨床心理学的研究力を高めることができる。

参考文献：必要に応じて資料を配布する。以下の①～③の参考図書を参照するとよい。

③日本認知心理学会（編）（2013）.  認知心理学ハンドブック  有斐閣ブックス  有斐閣

カリキュラムポリシーの１に該当する科目である
                  ［　　　　　／一般講義］

前堂　志乃



※ポリシーとの関連性

回 テーマ

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

科
目
基
本
情
報

科目名

担当者

期 別 曜日・時限 単 位

対象年次 授業に関する問い合わせ

学

び

の

準

備

ねらい

到達目標

メッセージ

学
び
の
継
続

学

び

の

実

践

評価

学びの手立て

テキスト・参考文献・資料など

時間外学習の内容

学びのヒント 

授業計画 

次のステージ・関連科目

福祉老年学特論Ⅱ

１年

後期 2

福祉老年学特論Ⅰからテーマをより深掘りし、高齢期におけるから
だや環境の変化について、広く学ぶことを目的とする。

オリエンテーション

高齢化と高齢社会

高齢期のコミュニケーション、社会的ネットワーク、サクセスフル・エイジング

からだに生じる加齢現象

健康長寿について最新の研究

老年栄養学

社会生活と加齢の関係

ソーシャルキャピタルと高齢社会

健康格差社会と介護予防

高齢期の経済生活

心と知能の加齢現象

プレゼンテーション準備

プレゼンテーション準備

プレゼンテーション

プレゼンテーション

まとめ

年間の計画を確認する

世界の高齢化を把握しておく

高齢期の人間関係と健康を考える

からだの変化について考える

健康長寿の最新情報を把握する

高齢期の栄養について考える

加齢に伴う生活の変化を考える

双方の関係性を考える

介護予防について考える

高齢期の経済生活を考える

高齢期の心理的側面を考える

プレゼン内容をまとめる

プレゼン内容をまとめる

資料の精読と発表の感想を考える

資料の精読と発表の感想を考える

全体を通しての考えをまとめる

履修する各院生の専門分野も取り入れ関連させて講義を展開することも考えている。

平常点(30%)・クラス討論やクラス内での発表(40%)・提出課題の内容(30%)で評価を行う。

必要に応じて資料を配布する。

金城一雄  国吉和子  山代寛編著「沖縄で学ぶ福祉老年学」㈱学文社

各院生は関連する内容を見つけ講義の材料とすることでより発展した内容にすることもできるので、
幅広い見識を持ち情報の収集に取り組んで欲しい。

Email：d.willcox@okiu.ac.jp
5号館5414号室

木５

今までの知識について改めて学ぶ事や、共有し複数ある考え方を批
判的に捉えることを通して物事を考えていく。
履修する各院生の専門分野も取り入れ、関連させて講義を展開する
ことも考えている。

Robert C.Atchley/Amanda S.Barusch共著  宮内康二 編訳「ジェロントロジー  ～加齢の価値と社会の力学～」

鈴木信監修・著者「沖縄健康の生き方」新老人の会  沖縄支部

この講義は福祉老年学特論Ⅰの講義内容を発展させた内容になるので、福祉老年学特論Ⅰも合わせて履修するこ
とを推奨する。
また、高齢期をテーマにした他の特論科目も受講して欲しい。
これらの内容をふまえ福祉について考えて欲しい。

労働、経済、医療、介護、社会保障のテーマについて考え、自分の考えを持ち他者の考えを批判的に捉えながらより良い高齢期におけ
る様々な状況を考えていくことができるようになる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　株式会社きんざい

近藤克則 編集 「検証「健康格差社会」　介護予防に向けた社会疫学的大規模調査」医学書院

老年学を様々な分野から学び、今後の高齢社会を考える上で必要な
事柄を考える場とする。                   ［　　　　　／一般講義］

ﾄﾞﾅﾙﾄﾞ ｸﾚｲｸﾞ ｳｨﾙｺｯｸｽ
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次のステージ・関連科目

保健医療福祉特論Ⅱ

１年

前期 2

①地域包括ケア時代における連携・協働の現状を理解し、問題点や
今後の課題を探求する。
②保健医療分野におけるソーシャルワークの現状を理解し、問題点
や今後の課題を探求する。

後期オリエンテーション（ポートフォリオの作成）

保健医療分野におけるソーシャルワークの歴史

医療政策の動向とソーシャルワーク

医療環境の変貌と医療ソーシャルワーカーの実践の課題

生命倫理・臨床倫理と意思決定支援に関する論文抄読

人権とアドボカシー～医療基本法要綱案～

保健医療ソーシャルワークの目的と対象

保健医療ソーシャルワークにおけるアセスメントに関する論文抄読

保健医療ソーシャルワークの記録に関する論文抄読

保健医療分野におけるソーシャルワークのスーパービジョン

ソーシャルワーカー組織の構築とマネジメント

地域包括ケア時代における保健医療ソーシャルワークに関する論文抄読

保健医療ソーシャルワーク実践の自己評価とプログラム評価

保健医療ソーシャルワークの量的研究に関する論文抄読

保健医療ソーシャルワークの質的研究に関する論文抄読

後期の振り返り（ポートフォリオの作成）

ポートフォリオ作成

『社会福祉実践の共通基盤』

『ソーシャルワークとは何か』

①履修の心構え：基本的な就学期間で目標が達成できるよう、重要性と緊急性からやるべきことの優先順位を考

出席状況、課題提出、討論への参加について総合的に評価する。

特に指定しない、その都度資料を配布する。

え、タイムマネジメントを行うこと。
②学びを深めるために：他領域における実践や研究成果についても関心を持つこと。日頃から多職種との協働に
取り組むこと。また実践事例を根拠に基づき説明することや、現場での課題をミクロ・メゾ・マクロの視点で省
察することを心がけること。

担当教員宛てにメールしてください。
M.higuchi@okiu.ac.jp

水６

保健医療政策に関する資料、保健医療分野におけるソーシャルワー
クに関する文献や先行研究論文等の精読を中心に講義を展開します
。実践上の疑問や漠然としたテーマが、ライフワークに繋がるよう
、現場で実践しながら研究に取り組む専門職と交流する等して、研
究の着想を育てます。

「厚生労働白書」「国民衛生の動向」「国民の福祉と介護の動向」「保険と年金の動向」等の厚生労働統計関係

関連科目：人間福祉特殊研究Ⅰ・Ⅱ
次のステージ：保健・医療・介護・福祉政策、保健医療分野におけるソーシャルワークについて学び、自身の研
究テーマや研究デザインに繋げる。

①地域包括ケア時代における連携・協働の課題について説明することができる。
②保健医療分野におけるソーシャルワークの課題について説明することができる。

の雑誌、保健医療分野におけるソーシャルワークに関連した図書等

人間の諸問題について研究できる人材の養成、諸問題に適切に対応
できる専門的人材の養成に関連する                   ［　　　　　／一般講義］

樋口　美智子
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次のステージ・関連科目

保健医療分野に関する理論と支援の展開

１年

後期 2

保健医療分野に必要な心理検査、心理療法、医学知識、法的知識、
チーム医療における他の専門職との連携について学ぶ

医療・保健の機関

関連する法規と制度：医療法、地域保健法、精神保健福祉法、医療保健制度

医療倫理、医療記録、患者の権利、患者‐医療者関係

医療における専門職、チーム医療

精神科における心理支援（１）統合失調症、気分障害、アルコール依存症

精神科における心理支援（２）アセスメント

精神科における心理支援（３）個人心理療法

精神科における心理支援（４）グループ心理療法

一般総合病院における心理支援（１）慢性痛　

一般総合病院における心理支援（２）糖尿病

一般総合病院における心理支援（３）がん

一般総合病院における心理支援（４）筋ジストロフィー

一般総合病院における心理支援（５）エイズ

高次脳機能障害に対するアプローチ

認知症に対するアプローチ

レポート

配布資料の復習

配布資料の復習

配布資料の復習

配布資料の復習

配布資料の復習

配布資料の復習

配布資料の復習

配布資料の復習

配布資料の復習

配布資料の復習

配布資料の復習

配布資料の復習

配布資料の復習

配布資料の復習

配布資料の復習

講義で紹介される文献、関連のある文献に目を通すこと。

授業におけるコメントシート・・・２０％、最終レポート・・・８０％によって評価する。

病気のひとのこころ　医療の中での心理学　　日本心理学会監修　誠信書房

上田幸彦まで

木４

【実務経験】保健医療分野は公認心理師が最も活躍する領域である
。そのため基礎となる心理的支援の知識だけでなく医学、法律の知
識も幅広く身につけること。これまでの臨床心理士としての経験を
踏まえて実学としての講義を展開する。、

心理実践実習Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ

保健医療分野で働く公認心理師にとって必要な知識、技術について理解する。

臨床心理学的地域援助の実践力を高めるための講義である。
                  ［　　　　　／一般講義］

上田　幸彦
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回 テーマ 時間外学習の内容

21

臨床心理実習（心理実践実習Ⅱ）

２年

通年 6

本実習では、心理実践実習Ⅰの学習成果をふまえ、学内外での心理
臨床活動の実際に触れながら、地域に根ざした心理臨床活動を展開
するために必要な実践的知識や技法の習得を目指す。

上田まで y.ueda@okiu.ac.jp

火６・７

【実務経験】これまでの臨床心理士としての経験に基づき、実際の
臨床現場で何が求められるのか、何をやらなければならないかを明
確にしながら実習に参加できるようにしていきます。毎週の学外実
習と実習報告には、かなりの時間とエネルギーを必要とします。体
調管理も行いながら一年間取り組むこと。

臨床心理学的な人間理解と援助法を身につける。

臨床心理査定、面接、臨床心理学的地域援助の実践力を高めるため
の実習である。                   ［　　　　　／実験実習］

オリエンテーション、実習計画報告、事前課題報告

心理実践実習Ⅰで修得した面接技法などについて確認し、学外での実習に向けた演習を行う。

心理実践実習Ⅰで修得した面接技法などについて確認し、学外での実習に向けた演習を行う。

心理実践実習Ⅰで修得した面接技法などについて確認し、学外での実習に向けた演習を行う。

学外実習での実習成果をふまえ、実際の臨床場面での問題や課題について事例をもとに検討する。

学外実習での実習成果をふまえ、実際の臨床場面での問題や課題について事例をもとに検討する。

学外実習での実習成果をふまえ、実際の臨床場面での問題や課題について事例をもとに検討する。

学外実習での実習成果をふまえ、実際の臨床場面での問題や課題について事例をもとに検討する。

学外実習での実習成果をふまえ、実際の臨床場面での問題や課題について事例をもとに検討する。

学外実習での実習成果をふまえ、実際の臨床場面での問題や課題について事例をもとに検討する。

学外実習での実習成果をふまえ、実際の臨床場面での問題や課題について事例をもとに検討する。

学外実習での実習成果をふまえ、実際の臨床場面での問題や課題について事例をもとに検討する。

学外実習での実習成果をふまえ、実際の臨床場面での問題や課題について事例をもとに検討する。

学外実習での実習成果をふまえ、実際の臨床場面での問題や課題について事例をもとに検討する。

学外実習での実習成果をふまえ、実際の臨床場面での問題や課題について事例をもとに検討する。

前期の実習を振り返り、後期の実習課題を検討する。事前課題の報告

前期の実習を振り返り、後期の実習課題を検討する。

実習施設担当者に「心理臨床の現場と公認心理師の役割と活動」に関する講義

実習施設担当者に「心理臨床の現場と公認心理師の役割と活動」に関する講義

個別の事例について検討を行い問題点を探ると同時に、より適切な対応について検討する。

個別の事例について検討を行い問題点を探ると同時に、より適切な対応について検討する。

個別の事例について検討を行い問題点を探ると同時に、より適切な対応について検討する。

個別の事例について検討を行い問題点を探ると同時に、より適切な対応について検討する。

個別の事例について検討を行い問題点を探ると同時に、より適切な対応について検討する。

個別の事例について検討を行い問題点を探ると同時に、より適切な対応について検討する。

個別の事例について検討を行い問題点を探ると同時に、より適切な対応について検討する。

個別の事例について検討を行い問題点を探ると同時に、より適切な対応について検討する。

個別の事例について検討を行い問題点を探ると同時に、より適切な対応について検討する。

個別の事例について検討を行い問題点を探ると同時に、より適切な対応について検討する。

個別の事例について検討を行い問題点を探ると同時に、より適切な対応について検討する。

事前課題作成

学外での実習、報告書作成

学外での実習、報告書作成

学外での実習、報告書作成

学外での実習、報告書作成

学外での実習、報告書作成

学外での実習、報告書作成

学外での実習、報告書作成

学外での実習、報告書作成

学外での実習、報告書作成

学外での実習、報告書作成

学外での実習、報告書作成

学外での実習、報告書作成

学外での実習、報告書作成

学外での実習、報告書作成

事前課題の作成

学外での実習、報告書作成

学外での実習、報告書作成

学外での実習、報告書作成

学外での実習、報告書作成

学外での実習、報告書作成

学外での実習、報告書作成

学外での実習、報告書作成

学外での実習、報告書作成

学外での実習、報告書作成

学外での実習、報告書作成

学外での実習、報告書作成

学外での実習、報告書作成

学外での実習、報告書作成

学外での実習、報告書作成

上田　幸彦・井村　弘子
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実習先では積極的にクライエント・利用者に関わること。また自らの関わりを言語化し記述することが心理師と

毎回の実習記録・・・６０％、学外実習担当者の評価・・・４０％をもとに評価する。

適宜紹介する。

しての技量を高めることに繋がる。単なる記録としてではなく、技量のトレーニングであることを意識しながら
報告書をまとめること。

心理実践実習Ⅳ、臨床心理面接特論

2
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臨床心理学特殊研究ⅠC

１年

通年 4

臨床心理学研究の基礎理論・研究方法等について学びながら、各自
の研究テーマを設定し、修士論文作成に向けた具体的な研究計画を
立て、研究に着手することを目的とする。

５号館424-2研究室
h.imura＠okiu.ac.jp（＠は小文字に直す）

金６

大学院での学究生活の集大成である修士論文に向け、研究課題・論
文の構想を明確にするという目標に意欲的に取り組んでほしい。

臨床心理学的研究技法の修得
修士論文の構想

本領域のカリキュラム・ポリシーのうち「臨床心理学的研究・調査
を可能にするための科目群の提供」に相当する。                       ［　　　　　／演習］

オリエンテーション

臨床心理学研究概論（１）臨床心理学の領域と研究法

臨床心理学研究概論（２）研究のプロセス

臨床心理学研究概論（３）研究倫理

臨床心理学研究方法論（１）量的研究法

臨床心理学研究方法論（２）質的研究法

臨床心理学研究方法論（３）データ収集と分析法

研究テーマ発表（１）テーマの概要

研究テーマ発表（２）テーマの論点

研究テーマ発表（３）テーマ設定と報告

研究文献発表（１）先行研究の概要

研究文献発表（２）先行研究の論点

研究文献発表（３）先行研究のまとめと報告

集団討議（１）テーマに関する批判的検討

集団討議（２）テーマの関する建設的提言

集団討議（３）テーマに関する個別報告

研究デザイン発表（１）デザインの概要

研究デザイン発表（２）デザインの独自性・課題・問題点

研究デザイン発表（３）デザインのまとめと報告

集団討議（４）デザインに関する批判的検討

集団討議（５）デザインに関する建設的提言

集団討議（６）デザインに関する個別報告

研究方法発表（１）研究方法の概要

研究方法発表（２）研究方法の論点

研究方法発表（３）研究方法のまとめと報告

集団討議（７）データ収集と分析に関する批判的検討

集団討議（８）データ収集と分析に関する建設的提言

修士論文構想発表（１）研究計画書の概要

修士論文構想発表（２）研究計画書の論点

修士論文構想発表（３）研究計画書の作成と発表

まとめ

井村　弘子



学
び
の
継
続

学

び

の

実

践

評価
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次のステージ・関連科目

／2

常に問題意識を持ち、自ら学ぶ姿勢を確立すること。

発表内容・研究進行状況（60％）、討議参加への姿勢や発言（40％）により総合評価する。

特に定めないが、各自の研究テーマにふさわしいものを随時紹介する。

教員・他の院生とのディスカッションに積極的に参加すること。

次年度は「臨床心理学特殊研究ⅡC」を履修し、専門的能力をさらに高めてゆく。

2



※ポリシーとの関連性

科
目
基
本
情
報

科目名

担当者

期 別 曜日・時限 単 位

対象年次 授業に関する問い合わせ

学

び

の
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備
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到達目標

メッセージ

学
び
の
継
続

学

び

の

実

践

評価

学びの手立て

テキスト・参考文献・資料など

学びのヒント 

授業計画（テーマ・時間外学習の内容含む）

次のステージ・関連科目

臨床心理学特殊研究ⅠＡ

１年

通年 4

修士論文を書くことで、臨床における科学的見方を身につけ、将来
の科学者－実践家モデルとなる下地を作ることをねらいとする。２
年間で修士論文を書き上げるためには、1年時は準備期間となるが
、この1年間で、臨床心理学における研究領域と研究方法、テーマ

より多くの先行研究を探し読み込むこと。

毎回の発表の内容・・・８０％、取り組みの積極性、討議での積極性・・・２０％によって評価する。

臨床心理学の研究の技法　下山晴彦　編　　(福村出版)

設定、仮説構築と検証方法、データ収集の方法、研究における倫理
的配慮、統計的技法の選択、文献検索の方法、科学論文の書き方を

上田幸彦まで

金６

【実務経験】これまでの臨床心理士としての経験をもとに、現場に
おいても研究者としての心理士の力を発揮できるように指導してい
く。

臨床心理学特殊研究ⅡA

修士論文執筆のためのデザインを完成する。

臨床心理学的研究・調査を可能にするための科目である。

前期ではまず、各自の卒業論文の概要と関心のある領域・テーマについて発表・ディスカッションを行いながら
、関心のある研究領域の拡大を行う。
　次にその中から各自のテーマに関連する論文を読み、論点を整理し発表する。これを繰り返しながら各自の研
究テーマと研究目的を絞り込んでいく。
後期において、研究目的を達成するための方法論の検討を行い、研究計画を立てる。

                      ［　　　　　／演習］

上田　幸彦
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臨床心理学特殊研究ⅡC

２年

通年 4

初年次で十分検討した各自の研究計画に基づき、調査・面接等によ
りデータを収集し、そのデータを心理学的手法を用いて分析する。
そして、その結果を臨床心理学的論点から考察し、修士論文として
まとめることを目的とする。

5号館424－2研究室
h.imura＠okiu.ac.jp（＠は小文字に直す）

金７

修士論文作成に向け、前年度までの構想に基づき、早めに着手して
データを収集し、しっかりとまとめあげてほしい。

臨床心理学的研究技法の習得
修士論文の作成・執筆・最終発表

本領域のカリキュラム・ポリシー｢臨床心理学的研究・調査を可能
にするための科目群の提供｣に相当する。                       ［　　　　　／演習］

オリエンテーション

修士論文デザイン検討（1）テーマの論点と背景理論

修士論文デザイン検討（2）研究方法

修士論文デザイン検討（3）倫理的配慮と研究責任

修士論文デザイン検討（4）臨床心理学的意義

集団討議（1）修士論文デザインに関する批判的検討

集団討議（2）修士論文デザインに関する建設的提言

集団討議（3）修士論文デザインに関する個別報告

データ収集報告（1）データ収集の概要

データ収集報告（2）データ収集の確認

データ収集報告（3）データ収集の見直し

データ収集報告（4）データ収集の再確認

データ収集報告（5）個別報告

集団討議（4）データ収集に関する批判的検討

集団討議（5）データ収集に関する建設的提言

集団討議（6）データ収集に関する個別報告

データ分析報告（1）データ分析の概要

データ分析報告（2）データ分析の確認

データ分析報告（3）データ分析の見直し

データ分析報告（4）データ分析の再確認

データ分析報告（5）個別報告

集団討議（7）データ分析に関する批判的検討

集団討議（8）データ分析に関する建設的提言

論文執筆指導（1）執筆方法の概要

論文執筆指導（2）執筆計画の確認と見直し

論文執筆指導（3）進捗状況に応じた指導

論文執筆指導（4）個別報告

修士論文発表予演（1）発表の概要

修士論文発表予演（2）発表の具体的準備

修士論文発表予演（3）最終発表に向けての予行演習

まとめ

井村　弘子
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テキスト・参考文献・資料など

次のステージ・関連科目

／2

常に問題意識を持ち、自ら学ぶ姿勢を確率すること。

発表内容・研究進行状況（60％）、討議参加への姿勢や発言（40％）により総合評価する。

特に定めないが、各自の研究テーマにふさわしいものを随時紹介する。

教員・他の院生とのディスカッションに積極的に参加すること。

前年度までに｢臨床心理学特殊研究ⅠB｣を受講していることが前提である。
また、関連科目である｢心理学研究法特論｣｢心理統計方特論｣を履修しておくことが望ましい。

2
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臨床心理学特殊研究ⅡＡ

２年

通年 4

修士論文を完成させることを通して、データ収集法、データ収集に
おける倫理的配慮、データ整理、統計的手法、論文執筆における科
学論文の構成、引用の仕方等をマスターする。修士論文完成後の発
表会の前には、リハーサルを行い、プレゼンテーションの仕方、学
会発表の仕方を身につけることをねらいとする。

上田幸彦まで

金７

【実務経験】これまでの臨床心理士としての経験から、現場で介入
を行うと同時に、データを取り研究するという科学者‐実践家モデ
ルとしての心理士になれるように指導していく。

修士論文を完成し、修士論文最終発表にて発表する。

臨床心理学的研究・調査を可能にするための科目である。
                      ［　　　　　／演習］

修士論文進捗状況（先行研究）　発表

　　　　　〃　　　

　　　　〃

　　　　〃

修士論文進捗状況（方法・対象者）　発表

　　　　〃

　　　　〃

　　　　〃

修士論文進捗状況（データ収集）　発表

　　　　〃

　　　　〃

　　　　〃

修士論文進捗状況（データ分析）発表

　　　　〃

　　　　〃

　　　　〃

　　　　〃

修士論文進捗状況（考察）　発表

　　　　〃

　　　　〃　　　　

　　　　〃

　　　　〃

　　　　〃

　　　　〃

　　　　〃

修士論文完成版　発表

　　　　〃

　　　　〃

修士論文発表会　予演

　　　　〃

　　　　〃

発表準備・資料作成

発表準備・資料作成

発表準備・資料作成

発表準備・資料作成

発表準備・資料作成

発表準備・資料作成

予備実験開始

予備実験開始

データ収集

データ収集

データ収集

データ収集

データ分析

データ分析

データ分析

データ分析

データ分析

論文作成

論文作成

論文作成

論文作成

論文作成

論文作成

論文作成

論文作成

発表資料準備

発表資料準備

発表資料準備

発表パワーポイント作成

発表パワーポイント作成

発表パワーポイント作成

上田　幸彦
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次のステージ・関連科目

／2

データ収集、データ分析に時間を十分に時間を掛けられるようにスケジュール管理を行うこと。

提出された論文の内容から評価する。

APA論文作成マニュアル　アメリカ心理学会著　江藤裕之他訳　医学書院

修士論文最終発表、関連学会での発表、論文投稿

2
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次のステージ・関連科目

臨床心理学特論Ⅰ

１年

前期 2

心理職（臨床心理士・公認心理師）を目指す学生の土台となる講義
であり，臨床心理学の定義や歴史，日本・諸外国における心理職の
資格制度，臨床心理学に基づく人間理解・援助の方法，さらに，今
後の展望や倫理問題などについて学ぶ。

臨床心理学の定義

臨床心理学の独自性

臨床心理学の歴史と成立Ⅰ

臨床心理学の歴史と成立Ⅱ

心理職の養成

心理職の課題

臨床心理学における人間理解の方法Ⅰ

臨床心理学における人間理解の方法Ⅱ

臨床心理学に基づく援助の方法Ⅰ

臨床心理学に基づく援助の方法Ⅱ

臨床心理学に基づく実践活動

臨床心理学に基づく研究活動

臨床心理学に基づく専門活動

心理職の職業倫理

臨床心理学の課題と展望

テキストを読んで予習をする

テキストを読んで予習をする

テキストを読んで予習をする

課題レポート①作成

各自の体験をまとめておく

各自の課題をまとめておく

テキストを読んで予習をする

課題レポート②作成

テキストを読んで予習をする

課題レポート③作成

テキストを読んで予習をする

テキストを読んで予習をする

テキストを読んで予習をする

事前課題をまとめておく

各自で課題についてまとめておく

常に問題意識を持ち、自ら学ぶ姿勢を確立すること。

討論への参加態度や発言内容（40％），提出されたレポート①，②，③（60％）を総合的に評価する。

下山晴彦（著）「これからの臨床心理学」東京大学出版会

教員・他の院生とのディスカッションに積極的に参加すること。

5号館424-2研究室
h.imura＠okiu.ac.jp（＠は半角に直す）

月５

人間福祉専攻臨床心理学領域で学ぶための最も基礎となる科目であ
ることを踏まえ，柔軟な発想を持ちつつ，堅実に学んでほしい。

大塚義孝（編）臨床心理学全書１「臨床心理学原論」　誠信書房

専門的知識・技能を高めてゆくために，引き続き「臨床心理学特論Ⅱ」を履修すること。

臨床心理学の定義・歴史・資格制度・倫理に関する専門的知識を得る。
臨床心理学に基づく人間理解・支援の方法に関する基礎的知識を修得する。

下山晴彦・丹野義彦（編）講座臨床心理学１「臨床心理学とは何か」東京大学出版会

カリキュラム・ポリシー「臨床心理査定・臨床面接・臨床心理学的
地域援助・臨床心理学的研究等の技能を高める」基礎科目に相当。                  ［　　　　　／一般講義］

井村　弘子
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次のステージ・関連科目

臨床心理学特論Ⅱ

１年

前期 2

心理臨床面接の基本的考え方、態度、理論を習得する。学内外の臨
床実習に対応できる基礎力を養う。

心理療法とは

心理療法に共通する治療要因

プレイセラピー①理論

プレイセラピー②理論

プレイセラピー③理論

プレイセラピー①方法

プレイセラピー②方法

プレイセラピーの体験と振り返り①

プレイセラピーの体験と振り返り②

プレイセラピーの体験と振り返り③

プレイセラピーの体験と振り返り④

事例から学ぶ①

事例から学ぶ②

事例から学ぶ③

まとめ

予備日

資料精読・振り返りシート

資料精読・振り返りシート

資料精読・振り返りシート

資料精読・振り返りシート

資料精読・振り返りシート

資料精読・振り返りシート

資料精読・振り返りシート

振り返りシート

振り返りシート

振り返りシート

振り返りシート

資料精読・振り返りシート

資料精読・振り返りシート

資料精読・振り返りシート

最終レポート

臨床心理領域で設定されているそれぞれの科目を学内外の実習と結び付け、常に実践を意識して学んでほしい。

①ディスカッションへの取り組み方　50％
②リフレクションシート・課題の提出状況および内容　50％

適宜紹介する

研究室　13－211
atsushi@okiu.ac.jp

木６

心理臨床面接は「技法」だけを覚えても支援の役に立ちません。技
法にクライエントを当てはめるのではなく、クライエントの役立つ
ように技法を使えるようにともに学んでいきましょう。学内外の実
習で使える心理臨床面接を取り上げて学びます。

臨床心理学領域の領域必修科目、選択科目、学内外の実習につながる。

心理臨床面接の実践の基礎が理解できる。
学内外の実習で心理臨床面接ができる。

臨床心理査定・臨床心理面接・臨床心理学的地域援助の理論・技能
・実践力を身につけるための基礎科目                   ［　　　　　／一般講義］

平山　篤史
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臨床心理基礎実習

１年

通年 2

学内外での臨床心理実習を行う為に必要となる、心理臨床の倫理や
、臨床心理面接、臨床心理査定などの基礎的知識と基礎的技能の習
得を目的とする。ロールプレイング、ディスカッションを通して体
験的に学習する。

研究室  13－211
atsushi@okiu.ac.jp

火６・７

ディスカッションやロールプレイングを通して、心理臨床実践の基
礎を身につけます。臨床実践の力は、話を聞くだけでは身につきま
せん。主体的に、積極的にディスカッションや実習、課題に取り組
んで下さい。臨床の実践家としてクリアすべき課題がこの講義を通
して見つかるかもしれません。まずはそれに向き合い、受け入れる
ことからスタートです。

①心理臨床実践における倫理的態度を身につける。
②マイクロカウンセリングの基本的かかわり技法を用いて面接ができる。
③インテーク報告書が書ける。
④スーパーバイザーや教員を使って自分自身や自分の面接を振り返ることができる。
⑤これまで学んできた知識や経験をもとにしてディスカッションで自分の意見を述べることができる。

心理臨床実践の基礎を学ぶ必修科目
                  ［　　　　　／実験実習］

前期オリエンテーション

心理臨床実践の基本事項①倫理１

心理臨床実践の基本事項②倫理２

心理臨床実践の基本事項③倫理３

心理臨床実践の基本事項④面接構造

心理臨床実践の基本事項⑤スーパーヴィジョンとその活用

心理臨床の面接の基本的態度

心理臨床面接の応答技法①関わり行動

関わり行動のロールプレイング

心理臨床面接の応答技法②開かれた質問・閉ざされた質問

開かれた質問・閉ざされた質問のロールプレイング

心理臨床面接の応答技法③はげまし・いいかえ

はげまし・いいかえのロールプレイング

心理臨床面接の応答技法④感情の反映

感情の反映のロールプレイング

心理臨床面接の応答技法⑤要約

要約のロールプレイング

試行カウンセリング①

試行カウンセリング②

インテーク面接について

インテーク面接の基本的事項

インテーク面接の基本的事項

インテーク面接ロールプレイング①

インテーク面接ロールプレイング②

インテーク面接ロールプレイング③

見立てと方針・ケースフォーミュレーション①

見立てと方針・ケースフォーミュレーション②

見立てと方針・ケースフォーミュレーション③

事例検討①

事例検討②

まとめ

調べ学習・レジメ作成・発表準備

調べ学習・レジメ作成・発表準備

調べ学習・レジメ作成・発表準備

調べ学習・レジメ作成・発表準備

調べ学習・レジメ作成・発表準備

調べ学習・レジメ作成・発表準備

リフレクションシート作成

配布資料の復習

リフレクションシート作成

配布資料の復習

リフレクションシート作成

配布資料の復習

リフレクションシート作成

配布資料の復習

リフレクションシート作成

配布資料の復習

リフレクションシート作成

リフレクションシート作成

リフレクションシート作成

配布資料の復習

配布資料の復習

配布資料の復習

リフレクションシート作成

リフレクションシート作成

リフレクションシート作成

課題・配布資料の復習

課題・配布資料の復習

課題・配布資料の復習

リフレクションシート作成

リフレクションシート作成

まとめのレポート

平山　篤史・宮里　新之介
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次のステージ・関連科目

／2

心理臨床実践の学びのためには、自分の認知・行動・感情を振り返り、言語化して表現するトレーニングが必要

①ディスカッション・ロールプレイイング実習への取り組み方（40％）
②リフレクションシート・課題の提出状況（30％）
③見極めロールプレイング（30％）
を総合的に判断し評価する。

適宜紹介する

とされる。その際、乗り越えなければならない自分自身の課題も見つかると思うが、それに向き合い続けなけれ
ばならない。心理的負担を伴う作業ではあるが、スーパーバイザーや教員を使い、支えを得ながら、取り組んで
ほしい。
いくらまじめに取り組んでいていも、受け身的な態度では実践力は身につかない。積極的に発言し、行動し、多

適宜紹介する

くの経験を積んでほしい。

「臨床心理実習」や附属心理相談室のケース陪席、ケース担当、学外のボランティア活動などで学んだことを実
践し、常に振り返りを行う。

2



※ポリシーとの関連性

回 テーマ

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

科
目
基
本
情
報

科目名

担当者

期 別 曜日・時限 単 位

対象年次 授業に関する問い合わせ

学

び

の

準

備

ねらい

到達目標

メッセージ

学
び
の
継
続

学

び

の

実

践

評価

学びの手立て

テキスト・参考文献・資料など

時間外学習の内容

学びのヒント 

授業計画 

次のステージ・関連科目

臨床心理査定演習Ⅰ（心理的アセスメントに関する理論と実践）

１年

前期 2

公認心理師に必要とされる、クライエントの人格・行動とその規定
要因に関する情報を系統的に収集して、クライエントに対する介入
方針を決定するため作業仮説を組み立てることができる能力を高め
る。

心理アセスメントに有用な情報及びその把握方法

関与しながらの観察について

人格検査概論

神経心理学的検査概論

認知機能概論

WAIS-Ⅲ①

WAIS-Ⅲ②

WMS R①—

WMS-R②

注意機能検査

遂行機能検査

検査結果の包括的解釈

心理検査結果報告書の作成

心理アセスメントにもどづく介入方針の検討①

心理アセスメントにもとづく介入方針の検討②

レポート

配布資料の復習

配布資料の復習

配布資料の復習

配布資料の復習

配布資料の復習

配布資料の復習

データ整理

結果の整理

データ整理

結果の整理

配布資料の復習

配布資料の復習

配布資料の復習

配布資料の復習

配布資料の復習

講義の前後に配布資料を読みこなすこと。また関連書籍を読むことが大切である。なにより心理テストは数多く

平常点（講義への積極的参加、コメント・質問等）・・・１０％、最終レポート・・・９０％によって評価する

神経心理学的検査集成　レザック，M.D.　鹿島晴雄監修　　創造出版

実施することが習熟への近道である。

上田幸彦まで

木４

【実務経験】これまでの臨床心理士としての経験をもとに、臨床現
場で必要となるアセスメント法を使いこなせるようにします。また
アセスメントに基づき報告書を書き、フィードバックも行えるよう
にします。

心理アセスメントレポートの書き方　リヒテンバーガー他　日本文化科学社

関連科目：保健・医療分野に関する理論と支援の展開、臨床心理面接特論Ⅱ
次のステージ：臨床心理実習

アセスメントにもとづく具体的な介入・援助方針を導き出せるようにする。クライエントや他職種にも分かるような結果報告書が書け
るようになる。

臨床心理査定の技能を高めるための講義・実習である。
                      ［　　　　　／演習］

上田　幸彦
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臨床心理実習Ａ

１年

通年 1

一つ一つの事例を様々な視点から検討することを通して、心理的問
題を抱える人の環境、歴史、特性に応じた援助が展開できるように
する。

上田まで　y.ueda@okiu.ac.jp

水７

【実務軽軽】担当者は全員、公認心理師・臨床心理士としての経験
を持つ者である。実際の現場で行われるのと同じようなケースカン
ファレンスを通して心理師としての目を養ってほしい。

来談者の個別性を理解し、その人に対する適切な援助を柔軟に展開できるようにする。

臨床心理面接・査定の技能を実践的に高めるための科目である。
                  ［　　　　　／実験実習］

オリエンテーション

事例検討①

事例検討②

事例検討③

事例検討④

事例検討⑤

事例検討⑥

事例検討⑦

事例検討⑧

事例検討⑨

事例検討⑩

事例検討⑪

事例検討⑫

事例検討⑬

事例検討⑭

事例検討⑮

事例検討⑯

事例検討⑰

事例検討⑱

事例検討⑲

事例検討⑳

事例検討㉑

事例検討㉒

事例検討㉓

事例検討㉔

事例検討㉕

事例検討㉖

事例検討㉗

事例検討㉘

事例検討㉙

事例報告資料の作成

事例報告資料の作成

事例報告資料の作成

事例報告資料の作成

事例報告資料の作成

事例報告資料の作成

事例報告資料の作成

事例報告資料の作成

事例報告資料の作成

事例報告資料の作成

事例報告資料の作成

事例報告資料の作成

事例報告資料の作成

事例報告資料の作成

事例報告資料の作成

事例報告資料の作成

事例報告資料の作成

事例報告資料の作成

事例報告資料の作成

事例報告資料の作成

事例報告資料の作成

事例報告資料の作成

事例報告資料の作成

事例報告資料の作成

事例報告資料の作成

事例報告資料の作成

事例報告資料の作成

事例報告資料の作成

事例報告資料の作成

事例報告資料の作成

上田　幸彦・井村　弘子・平山　篤史・宮里　新之介



学
び
の
継
続

学

び

の

実

践

評価

学びの手立て

テキスト・参考文献・資料など

次のステージ・関連科目

／2

他者の報告についても積極的に質問、コメントすること。自分のケースは、報告することによってさらに理解が

毎回のカンファレンスにおける積極性（質問、コメント）・・・４０％　自分のケース報告・・・６０％　によ
って評価する。

適宜紹介する。

深まる、他者のケースは、報告を聞き想像することによって、ケースを理解する力が高められる。

心理実践実習Ⅳ　臨床心理面接特論

2



※ポリシーとの関連性

回 テーマ

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

科
目
基
本
情
報

科目名

担当者

期 別 曜日・時限 単 位

対象年次 授業に関する問い合わせ

学

び

の

準

備

ねらい

到達目標

メッセージ

学
び
の
継
続

学

び

の

実

践

評価

学びの手立て

テキスト・参考文献・資料など

時間外学習の内容

学びのヒント 

授業計画 

次のステージ・関連科目

臨床心理面接特論Ⅰ（心理支援に関する理論と実践）

１年

後期 2

心理臨床面接の基本的考え方、態度、理論を習得する。学内外の臨
床実習に対応できる基礎力を養う。

オリエンテーション（授業の進め方、心理面接における基本概念）

臨床心理面接における倫理について（人権の尊重、秘密保持、面接契約）

力動論に基づく心理療法の理論と方法

行動論・認知論に基づく心理療法の理論と方法

その他の心理療法の理論と技法

心理面接の展開（導入期：インテーク面接）

心理面接の展開（展開期：心理面接を展開する上での危機への対処）

心理面接の展開（終結期：終結のサイン、まとめの作業）

適切な支援のための心理療法の適用や選択

発達段階に応じた見立てと支援

子どもとの心理面接

グループによる心理面接

地域への心理臨床活動

ケース・カンファレンスの実施と留意点

総括

予備日

資料精読

リフレクションシートの作成

リフレクションシートの作成

リフレクションシートの作成

リフレクションシートの作成

リフレクションシートの作成

リフレクションシートの作成

リフレクションシートの作成

リフレクションシートの作成

リフレクションシートの作成

リフレクションシートの作成

リフレクションシートの作成

リフレクションシートの作成

リフレクションシートの作成

前期の授業内容の復習

心理臨床の専門的活動の一つである心理臨床面接の基盤となる科目であるため、理解が十分でないことに関して

①実習・ディスカッションへの取り組み方　50％
②リフレクションシート・課題の提出　50％

適宜紹介する

は自発的に質問し、それらを解消することを心がけてほしい。また、自身の思考や認知、行動や感情を言語化す
る能力は心理臨床面接において非常に重要な能力であると考えるため、授業におけるディスカッションはそのト
レーニングとして積極的に参加することを望む。

研究室13－616
E-mail：miyazato.s＋okiu.ac.jp

木６

代表的な心理支援の理論と方法を学び、学内外での実習において心
理臨床面接の基礎的な部分を実践できるようになることを目指す。
よって、受け身的でない積極的な受講態度を望む。

臨床心理学領域の領域必修科目、選択科目、学内外の実習につながる。

心理面接における契約や事例のアセスメントの仕方、面接過程（導入期、展開期、終結期）の技法や留意点などの基本的知識と技能を
、論文・書籍の輪読やロールプレイングなどの体験を通して習得する。

心理臨床面接の技能・実践力を身につけるための基礎科目
                  ［　　　　　／一般講義］

宮里　新之介



※ポリシーとの関連性
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担当者

期 別 曜日・時限 単 位
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備

ねらい

到達目標

メッセージ

学
び
の
継
続

学

び

の
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践
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学びの手立て

テキスト・参考文献・資料など

時間外学習の内容

学びのヒント 

授業計画 

次のステージ・関連科目

臨床心理面接特論Ⅱ

１年

後期 2

近年世界的に最も用いられることが多い認知行動療法に関わる面接
技法を中心に学習する。また精神分析的アプローチ、クライエント
中心療法などの各派との違いと各派に共通するものを探り、最近の
流れである心理療法の統合について理解していく。

オリエンテーション

認知行動療法の基礎としての学習・問題行動・不適応行動

行動療法の主な技法：系統的脱感作、曝露反応妨害法、応用行動分析

認知行動療法基礎理論、抑鬱に対する認知行動療法①

抑鬱に対する認知行動療法②

　　　　　〃　　　　　　③

　　　　　〃　　　　　　④

　　　　　〃　　　　　　⑤

他のアプローチとの比較：来談者中心療法

　　　　　　〃　　　　：精神力動的アプローチ

　　　　　　〃　　　　：システムズ・アプローチ

　　　　　　〃　　　　：折衷的アプローチ

　　　　　　〃　　　　：動機づけ面接法

慢性疾患、視覚障害者、高次脳機能障害者に対するアプローチ

心理療法の統合：多理論統合モデル

レポート

配布資料の復習

配布資料の復習

配布資料の復習

配布資料の復習

配布資料の復習

配布資料の復習

配布資料の復習

配布資料の復習

配布資料の復習

配布資料の復習

配布資料の復習

配布資料の復習

配布資料の復習

配布資料の復習

配布資料の復習

自分の臨床経験と照らし合わせながら講義を聴くこと。また紹介した文献には必ず目を通すこと。

毎回の講義でのディスカッションへの参加状況・・・５０％、最終レポート・・・５０％によって評価する。

参考文献：

「高次脳機能障害のための認知リハビリテーション」ソールバーグ・マティーア著　尾関誠・上田幸彦監訳　協

上田幸彦まで

木６

【実務経験】これまでの臨床心理士としての経験を踏まえ、現場で
実際に使える、役に立つ面接技能を習得することを目指す。
毎回、積極的に質問・コメントをすること。

「心理療法の諸システム　多理論統合的分析」　プロチャスカ著　津田彰他監訳　金子書房　2010

同医書出版社　2012

心理実践実習Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ

将来出会うであろう様々なクライエントに対して、最も有効なアプローチ法を見出せるようにする。

「リハビリテーションにおける認知行動療法的アプローチ」上田幸彦著　風間書房　2011

臨床心理面接の技能を高めるための講義である。
                  ［　　　　　／一般講義］

上田　幸彦


